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○人口・世帯数（平成19年7月末現在）
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合　計

世　帯　数

人
　
口
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19,488人

38,056人

15,778世帯
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後期高齢者医療制度……

「ながさ木の家」普及支援事業…

スジンのアンニョンハセヨ～♪…

第11回　国境マラソンIN対馬…

第９回　万松院まつり……

通信使外交塾………………

7月24日、厳原町で恒例の地蔵盆が行われ、浴衣に着替えた子どもたちや家族連れが、
飾り付けられた地区内のお地蔵さんを巡り、手を合わせていました。

No.42

夏の風物詩　地蔵盆（厳原町）�
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対
馬
３
大
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
、
国
境
マ
ラ
ソ
ン
Ｉ

Ｎ
対
馬
が
、
７
月
８
日
、
上
対
馬
町
の
三
宇
田
浜
海

水
浴
場
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
地
点
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
年
の
大
会
に
は
、
韓
国
か
ら
の
参
加
者
2
7
7

名
を
含
め
、
過
去
最
高
と
な
る
1
3
8
3
名
が
参
加

（
市
内
7
7
5
名
、
島
外
3
3
1
名
）
。
下
は
小
学

生
か
ら
上
は
81
歳
の
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
、
幅
広
い
世
代

の
ラ
ン
ナ
ー
達
が
、
国
境
マ
ラ
ソ
ン
名
物
の
潮
風
香

る
自
然
豊
か
な
コ
ー
ス
で
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

　
勢
い
よ
く
ス
タ
ー
ト
し
た
選
手
た
ち
は
、
ア
ッ
プ

ダ
ウ
ン
の
激
し
い
コ
ー
ス
と
梅
雨
時
期
特
有
の
蒸
し

暑
い
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
苦
し
み
な
が
ら
も
、
沿
道

か
ら
送
ら
れ
る
温
か
い
声
援
に
は
げ
ま
さ
れ
、
力
を

振
り
絞
っ
て
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。

　
完
走
し
た
ラ
ン
ナ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
事
務
局
か
ら

発
行
さ
れ
る
記
録
証
を
手
に
、
過
酷
な
レ
ー
ス
を
乗

り
切
っ
た
満
足
感
で
、
嬉
し
そ
う
な
表
情
を
浮
か
べ

て
い
ま
し
た
。

　
大
会
を
支
え
た
約
４
０
０
名
の
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。
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　「アップダウンやカーブが
多く、スピードに乗るのが難
しかったです。優勝は狙って
いました。大会新記録が出せ
ず残念でしたが、次回は記録
更新を目指します。沿道の声
援が励みになりました。」

慶州さくらマラソン大会を宣伝する�
　　　　　韓国人ランナーの皆さん�

国境マラソンとは2001年に姉妹マラ
ソンとなりました。

「コースは自然が豊かで景色
にも変化があって走って楽し
かったです。疲れて足がもつ
れてこけたが、レースは楽しめ
ました。歴史ある対馬に一度来
てみたかったので参加しまし
た。明日はお寺などを観光す
る予定です。」

　ハーフマラソンに出場し、
１時間51分で完走。ジョギン
グ歴10年。2月開催の東京マ
ラソンにも参加。

　３年連続コスチューム姿で出
場。今年は結婚式の衣装で参加。
ランナーや観客からの注目度はや
はり抜群でした。すごく似合って
いますね。暑い中、ご苦労様でした。

ハーフマラソン�
　　　（一般39歳以下）�

�優勝�

佐々木譲二さん（22歳）　�
　福岡県遠賀郡遠賀町　�
　（株）九電工 陸上部　　�
　Time１時間８分11秒�

いちばん遠くからの参加者�

加 藤 三 義さん（60歳）�
青森県青森市から参加�

パフォーマンス賞を獲得�
 九電工と九州電力の仕事仲間�

左から�
原田さん、野崎さん、筒井さん�
�

最高齢参加者

小野田春市さん（静岡県浜松市）�

お年はなんと81歳

大
会
史
上
最
高
の
参
加
者

　
　
　
　
１
３
８
３
名
で
に
ぎ
わ
っ
た
　

第
11
回
　
国
境
マ
ラ
ソ
ン
I
N
対
馬�

第
11
回
　
国
境
マ
ラ
ソ
ン
I
N
対
馬�



■
2
km
▼
小
学
4
年
＝
阿
比
留
悠

人
（
佐
須
奈
小
）
7
分
59
秒
▼
小

学
5
年
＝
三
浦
健
太
（
久
田
小
）

7
分
33
秒
▼
小
学
6
年
＝
松
原
弘

輝
（
久
田
小
）
6
分
55
秒

■
3
km
▼
中
学
生
＝
多
田
光
博
（
西

部
中
）
10
分
3
秒
▼
一
般
49
歳
以

下
（
高
校
生
以
上
）
＝
姉
川
孝
裕
（
対

馬
高
校
）
10
分
3
秒
▼
一
般
50
歳

以
上
＝
松
田
敏
幸
（
U
S
C
）
11

分
19
秒

■
5
km
▼
一
般
39
歳
以
下
（
高
校

生
以
上
）
＝
川
邊
裕
太
郎
（
対
馬

高
校
）
16
分
55
秒
▼
一
般
40
歳
以

上
＝
柴
田
文
規
（
宇
部
ラ
ン
ナ
ー

ズ
）
18
分
53
秒

■
10�
km
▼
一
般
39
歳
以
下
（
高
校

生
以
上
）
＝
武
末
真
輔
（
上
対
馬

高
校
）
34
分
21
秒
▼
一
般
40
歳
以

上
＝
倉
掛
俊
一

35
分
56
秒

■
ハ
ー
フ
▼
一
般
39
歳
以
下
（
高

校
生
以
上
）
＝
佐
々
木
譲
二
（
九
電

工
）
1
時
間
8
分
11
秒
▼
40
歳
代

＝
K
I
M

J
U

G
Y（
韓
国
）

1
時
間
17
分
54
秒
▼
50
歳
以
上
＝

S
O
N
G

J
U
N
E

C
H
I
L

（
韓
国
）
1
時
間
22
分
34
秒

　

■
2
km
▼
小
学
4
年
＝
山
瀬
未
来

（
塩
浦
J
A
C
）
8
分
11
秒
▼
小

学
5
年
＝
近
藤
秋
穂
（
久
田
小
）

7
分
46
秒
▼
小
学
6
年
＝
横
山
七

海
（
久
田
小
）
7
分
21
秒

■
3
km
▼
中
学
生
＝
木
村
眞
子
（
比

田
勝
中
）
11
分
8
秒
▼
一
般
＝

H
O
N
G

K
U
K

H
E
E
（
韓

国
）
11
分
6
秒

■
5
km
▼
一
般
39
歳
以
下
（
高
校

生
以
上
）
＝
田
村
望
（
対
馬
高
校
）

19
分
4
秒
▼
一
般
40
歳
以
上
＝
橋

本
紀
江

23
分
52
秒

■
10�
km
▼
一
般
39
歳
以
下
（
高
校

生
以
上
）
＝
福
岡
郁
代
（
脚
膝
倶

楽
部
宇
佐
美
本
店
）
45
分
17
秒
▼

一
般
40
歳
以
上
＝
松
永
啓
子

48

分
21
秒

■
ハ
ー
フ
▼
一
般
（
高
校
生
以
上
）

＝
J
O
O

W
O
N

M
I（
韓
国
）

1
時
間
23
分
29
秒
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　毎年７月は“社会を明るくする運動”強調月

間です。

　この運動は、犯罪や非行の防止と罪を犯した

人たちの更生について理解を深め、犯罪や非行

のない明るい社会を築こうとする全国的な運動

で、今年の統一標語は「防ごう犯罪と非行 助

けよう立ち直り」です。期間中には、対馬市の各

地で啓発パレードなどの運動が実施されました。

　写真は、美津島町管内で7月1日に実施された

啓発活動の様子です。保護司や更生女性会のメ

ンバーが「パル21」でパンフレットなどの啓発

物資を配布し、運動への理解を求めました。

　７月25日、厳原町の内山地区と安神地区を結

ぶ一般県道瀬浦厳原港線「内山坂トンネル」の

貫通式が開かれ、地元住民や工事関係者ら60名

が貫通を祝いました。

　同トンネルは全長702ｍ、車道幅員5.5ｍで完

成すると幅員が狭く急カーブの続く現在の道路

より2,160ｍの短縮となり、通勤、通学等の安

全確保など利便性が高まることが期待されます。

平成21年度に供用が開始される予定です。

男
子
�

女
子
�

大
　
会
　
結
　
果
　
　
（
各
種
目
１
位
の
み
）

社会を明るくする運動（厳原町）

「防ごう犯罪と非行
　助けよう立ち直り」を呼び掛け内山坂トンネルが貫通 
「防ごう犯罪と非行
　助けよう立ち直り」を呼び掛け内山坂トンネルが貫通 
「防ごう犯罪と非行
　助けよう立ち直り」を呼び掛け内山坂トンネルが貫通 
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　7月10日～12日、比田勝中学校２年生３人（阿比留
悠佑君、武末翔一君、川上将人君）が、比田勝海上保
安署で職場体験し、海上保安官の仕事を学びました。
　制服に身を包んだ３人は、海上保安庁の業務につい
て話を聞いた後、鑑識（指紋採取）の実習、灯台の点
検作業等を体験し、巡視艇「あきぐも」に乗り込んで
操船を体験しました。
　職場体験を終え、終了証書を受け取った武末翔一君
は、「船酔いをしたけど、よい経験になりました。海上
保安庁の仕事は色々あることをはじめて知りました。」
と話していました。

　６月21日、美津島町鴨居瀬の中島美香さんが、ＡＥＤ

訓練器２台を対馬市消防本部へ寄贈しました。

　ＡＥＤ（自動体外式除細動器）とは、急性心筋梗塞や

心臓しんとうなど危険な不整脈が発生した時に、電気シ

ョックを与える救命機器です。

　応急手当普及員、また女性消防団員として救命講習の

普及啓発にボランティアで協力している中島さんが、指

導を行う中で訓練器の不足を感じたことがきっかけで、

寄贈を決意しました。

　現在ＡＥＤは、空港など人が多く集る公共施設等への

設置が進んでおり、不測の事態に備え、機器取り扱いの

普及が重要視されています。中島さんは「訓練器を活用

して、多くの人に使用方法を学んで欲しい」と話してい

ました。

　7月21日、旧対馬藩主「宗家」の菩提寺「万松院」で、墓地
内にある約350個の灯籠に火を灯す第９回万松院まつりが開か
れ、多くの市民が貸し出されたちょうちんを手に、百雁木と呼
ばれる自然石の石段を登って歴代藩主らのお墓の散策を楽しみ
ました。
　また、今年は特別企画として正門を舞台に音楽祭が開かれ、
地元のバンドの演奏をはじめ、邦楽や筑紫舞などが披露され、
来場者を楽しませていました。

応急手当普及員の中島美香さん�
　　市消防本部へAED訓練器を寄贈�

寄贈したＡＥＤ訓練器を持つ中島美香さん�

比田勝中学校生徒が�
　　　　　　　海上保安官を体験�

夏の夜、ちょうちんを手に　　　　　�
　　旧対馬藩主の墓を散策　第9回  万松院まつり�

正
門
で
開
か
れ
た
音
楽
祭�

ち
ょ
う
ち
ん
を
手
に�

　
　
　
百
雁
木
を
登
る
来
場
者�

とうろう

ひゃくがんき



　
６
月
22
日
、
対
馬
市
商
工
会
青

年
部
に
よ
る
「
若
い
経
営
者
の
主

張
大
会
」
が
商
工
会
厳
原
支
所
で

開
か
れ
、
各
支
部
の
代
表
６
名
が

青
年
部
活
動
や
地
域
振
興
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
１
人
10
分
の
持
ち

時
間
で
意
見
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
故
郷
の
発
展
を
願
う
若
者
の
情

熱
溢
れ
る
発
表
が
続
く
中
、
厳
原

支
部
の
田
中
節
竜
さ
ん
（
31
歳
）

が
、
見
事
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し

た
。

　
田
中
さ
ん
は
、
厳
原
町
国
分
に

代
々
続
く
西
山
寺
の
住
職
を
務
め

る
か
た
わ
ら
、
寺
を
ユ
ー
ス
ホ
ス

テ
ル
と
い
う
旅
の
宿
と
し
て
経
営

に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
田
中
さ
ん
は
発
表
の
中
で
「
団

塊
の
世
代
の
大
量
退
職
も
あ
り
、

最
近
は
熟
年
の
夫
婦
連
れ
が
た
く

さ
ん
来
て
い
る
。
彼
ら
は
、
田
舎

で
地
元
の
人
々
と
交
流
し
た
り
、

珍
し
い
経
験
を
す
る
こ
と
を
求
め

て
お
り
、
そ
れ
は
対
馬
に
当
て
は

ま
る
」
と
対
馬
の
観
光
の
可
能
性

を
指
摘
し
、
観
光
客
の
受
け
入
れ

を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
た
め
に

「
施
設
や
身
の
回
り
を
き
れ
い
に

し
、
昔
か
ら
の
伝
統
を
活
か
し
、

温
か
い
も
て
な
し
や
縁
を
大
切
に

す
れ
ば
自
然
と
人
は
集
ま
っ
て
く

る
。
仲
間
を
増
や
し
、
愛
す
る
対

馬
を
情
熱
を
も
っ
て
一
緒
に
盛
り

上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
訴
え

ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
優
秀
賞
に
は
美
津
島

支
部
の
酒
井
誠
さ
ん
が
、
優
良
賞

に
は
峰
支
部
の
岡
野
誠
吾
さ
ん
が

そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
優
勝
し
た
田
中
節
竜
さ
ん
は
７

月
18
日
、
長
崎
市
で
開
催
さ
れ
た

県
大
会
に
対
馬
代
表
と
し
て
出
場

し
、
３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。
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　めでたく99歳を迎えられた上県町仁田出

身の土谷チヨさんに、７月２日、対馬市か

ら敬老祝い金を添えて褒状が贈られました。

　チヨさんは、18歳で鍛冶職人だった旦那

さんと結婚しました。旅行好きで、若い頃

はよく国内旅行をされていたそうです。

　現在は、特別養護老人ホームいづはらを

利用されており、食事とお風呂が一番の楽

しみ。長生きの秘訣は、好き嫌いがなくよ

く食べることだそうです。

　これからも元気で長生きしてください。

熱弁を奮う田中節竜さん�

最優秀賞に厳原支部の田 中 節 竜さん
「愛する対馬を情熱を持って盛り上げよう」

99歳（白寿）�
おめでとうございます。�
土 谷 チ ヨさん（上県町仁田出身）
　　　　　　　明治41年6月30日生まれ

　
7
月
7
日
、
対
馬
森
林
組
合
の
職
員
20
名
が
厳
原
町
の
金
石
城
周
辺

の
草
刈
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し
た
。

　
万
松
院
か
ら
厳
原
幼
稚
園
ま
で

の
約
３
５
０
ｍ
の
間
、
金
石
川
上

流
と
金
石
城
跡
の
石
垣
に
は
雑
草

が
生
い
茂
っ
て
い
ま
し
た
が
、
職

員
の
皆
さ
ん
は
川
に
降
り
、
石
垣

に
は
し
ご
を
立
て
か
け
て
草
を
刈

り
、
刈
っ
た
草
を
川
底
か
ら
２
ｍ

以
上
高
い
位
置
に
待
機
さ
せ
た
ト

ラ
ッ
ク
に
積
み
込
み
ま
し
た
。
作

業
後
は
見
違
え
る
ほ
ど
き
れ
い
に

な
り
ま
し
た
。

　
対
馬
森
林
組
合
の
石
垣
清
掃
は

今
年
で
3
回
目
に
な
り
ま
す
。

　
対
馬
市
商
工
会
青
年
部�

　
　
若
い
経
営
者
の
主
張
大
会�

金
石
城
址
で
草
刈
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア�

　
　
対
馬
森
林
組
合
職
員
20
名
が
石
垣
を
き
れ
い
に
！�

せつ りょう

か
ね
い
し
じ
ょ
う
し

か
ね
い
しか

ね
い
し
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　「海の日」に合わせ、多年にわたり海難防止活動や海洋環
境保全啓発活動に携わり、海上保安業務の遂行に貢献され
た方々に対する表彰式が、対馬海上保安部で行われました。
　表彰を受けたのは、次の方々です。（敬称略）

美津島海水浴場（勝見浦）の海開きの様子�

表彰を受けた方々（左から）�
大山氏、賀原氏、根〆氏、齋藤氏、畑島氏、佐伯氏、龍造寺氏�

【表彰者名簿】
●海上保安庁長官表彰（３名）
　①龍造寺宏之（67歳・厳原町）
　②大山　重博（55歳・美津島町）
　③賀原　安彦（67歳・美津島町）
●第七管区海上保安本部長表彰
　①根〆　幸博（57歳・厳原町）
●対馬海上保安部長表彰
　①齋藤　利光（59歳・豊玉町）
　②畑島　宏幸（53歳・厳原町）
　③佐伯　廣教（49歳・豊玉町）

海の安全に貢献   
　　　　　　　　海上保安庁表彰　　　　　　　　海上保安庁表彰

海の安全に貢献   
　　　　　　　　海上保安庁表彰　　　　　　　　海上保安庁表彰

海の安全に貢献   
　　　　　　　　海上保安庁表彰

　夏休みに入ってすぐの７月２１日、比田勝海上保安署で
管内の小学生以下の子どもたちと保護者を対象にした巡
視艇「はやぐも」「あきぐも」の体験航海が実施されました。
　参加者は水難防止講習と救命胴衣着用の説明を受けた
後、巡視艇に乗船しました。海上はおだやかで船酔いをす
る人もほとんどいませんでした。
　船を操船した豊小学校１年生の山崎慧斗君は、「船の運
転は難しかったけど楽しかったです。また乗りたいです」
と話していました。

親子で巡視艇を体験航海　比田勝海上保安署比田勝海上保安署親子で巡視艇を体験航海　比田勝海上保安署比田勝海上保安署親子で巡視艇を体験航海　比田勝海上保安署

　元上対馬町議会議員として３期12年を務めた上対馬町大増の比田勝三

平さんが、高齢者叙勲として旭日単光章を受章しました。

　高齢者叙勲は、公共のために功労のあった方のうち、88歳になられた

方に授与されるもので、比田勝さんは昭和38年に初当選以来、町議とし

て地域の発展に尽力されました。栄えある受賞を心よりお祝い申し上げ

ます。

　夏に入り、市内各地の海水浴場では海開き式が開催され

ました。7月1日、美津島町海水浴場では、関係者とボラ

ンティアの方々が海岸周辺を清掃をした後、「安全祈願祭」

を実施し、期間中の無事故を祈願しました。

　同海水浴場は今年も水質は最上級の「AA」で、夏休みを

中心に、島内をはじめ島外からも大勢の海水浴客が訪れ、

大変賑わいます。

　※海水浴場開きに先立ち、地元の海岸愛護団体登録の

（株）早田組の社員の皆さんがボランティアで海水浴場をき

れいに清掃してくれました。

きょくじつたんこうしょう

けい と

夏の賑わいを前に  海水浴場開き夏の賑わいを前に  海水浴場開き夏の賑わいを前に  海水浴場開き

旭日単光章を受章
　　比田勝　三平さん（上対馬町大増）（上対馬町大増）

旭日単光章を受章
　　比田勝　三平さん（上対馬町大増）（上対馬町大増）

旭日単光章を受章
　　比田勝　三平さん（上対馬町大増）
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▼
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学
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①
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原
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②
豊
玉
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年
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道
部
B
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学
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厳
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今
里
中
Ａ
③
久
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中
Ａ
・

佐
須
中
▼
中
学
女
子
①
厳
原
中

②
比
田
勝
中

個
人
戦�

▼
小
学
校
３
年
以
下
男
女
①
安

東
朱
莉（
厳
原
少
）②
築
城
七
世（
厳

原
少
）③
森
荘
士（
鶏
鳴
少
）▼
４

年
男
女
①
横
松
啓
志（
大
調
少
）

②
増
田
朋
宏（
平
山
道
場
）③
平

山
裕
章（
西
少
）▼
５
年
男
子
①

阿
比
留
和
弘（
護
道
会
）②
大
宅

拳
斗（
久
田
少
）③
森
民
生（
鶏
鳴

少
）▼
６
年
男
子
①
松
浦
稜（
厳

原
少
）②
波
田
凌
二（
豊
玉
少
）③

築
城
彰
成（
厳
原
少
）▼
小
学
生

女
子
①
田
h

桃
子（
厳
原
少
）②

米
田
貴
絵（
南
陽
少
）③
大
久
保

一
葉（
厳
原
少
）▼
中
学
１
年
男

子
①
小
田
智
彦（
南
陽
中
）②
小

嶋
孝
弘（
今
里
中
）③
増
田
健
大（
佐

須
中
）▼
中
学
２
年
男
子
①
神
宮

浩
司（
厳
原
中
）②
早
田
真
生（
厳

原
中
）③
阿
比
留
雅
浩（
厳
原
中
）

▼
中
学
３
年
男
子
①
内
山
琢
己（
佐

護
中
）②
西
山
涼
介（
今
里
中
）③

洲
河
宏
司（
比
田
勝
中
）▼
中
学

生
女
子
①
井
川
幸
美（
厳
原
中
）

②
天
野
真
歩（
厳
原
中
）③
小
嶋

麻
衣
子（
今
里
中
）▼
高
校
生
男

子
①
沖
中
雄
基（
対
馬
高
）②
権

藤
祐
太（
対
馬
高
）③
武
末
悠
暉（
対

馬
高
）▼
高
校
生
女
子
①
阿
比
留

香
寿
美（
対
馬
高
）②
小
田
友
貴（
対

馬
高
）
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　「さわやかエンジョイ　みんなでスポーツ！」
をテーマに第30回対馬市厳原ソフトバレーボール
大会（対馬市教育委員会主催）が６月24日、対馬
市厳原体育館で開催されました。
　大会には、男子の部に６チーム、女子の部に13

チームの合わせて約90名が参加。選手たちは気の
合う仲間との連係プレーを楽しみ、爽やかな汗を
流していました。
　また、時折飛び出す好プレーには他のチームか
らも温かい拍手が送られていました。

　７月20日、対馬市豊玉ゲートボール場（豊玉町
仁位）で、第24回対馬・壱岐親善ゲートボール大
会(長崎県ゲートボール協会主催）が開かれ、対馬
から36チーム、壱岐から12チームの合わせて48

チーム、総勢約290名の選手たちが参加し、ゲー
ムを通じて親睦を深めました。
　前夜からゲーム直前まで降り続いた雨で、グラ
ウンドはぬかるみ、打った球がころばないなど、
悪いコンディションに戸惑いながらも、選手たち
は和気あいあいとした雰囲気の中、競技を楽しん
でいました。
　成績は、対馬勢が１位から３位までを独占する
活躍を見せました。

【結果】優勝　唐洲（豊玉）　準優勝　伊奈（上県）　
　　　３位　琴Ａ（上対馬）・さきがけ（厳原）

　
６
月
17
日
、
峰
町
の
シ
ャ
イ
ン
ド
ー
ム
み
ね
で
、
第
32
回
つ
し
ま
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
旗
全
島
少
年
剣
道
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
全
島
か
ら
数
多
く
の
少
年
剣
士
が
集
ま
り
、
熱
戦
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。
主
な
大
会
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

　
な
お
、
団
体
の
部
の
上
位
２
チ
ー
ム
（
小
学
４
年
以
下
を
除
く
）
は
、

10
月
に
開
か
れ
る
西
九
州
親
善
少
年
剣
道
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

《大会成績》�
　【男子の部】�
　　　優勝＝三十路's　�
　　　２位＝ビッキーズ�
　　　３位＝チームコジマ�
�

�
【女子の部】�
　　優勝＝びびりぃず�
　　２位＝オレンジ�
　　３位＝エミリン�

第
32
回
つ
し
ま
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
旗
　
全
島
少
年
剣
道
大
会

気の合う仲間と楽しくスポーツ！�
　厳原ソフトバレーボール大会�
気の合う仲間と楽しくスポーツ！�
　厳原ソフトバレーボール大会�

競技に励む選手のみなさん�

対馬勢が上位を独占�
第24回対馬・壱岐親善ゲートボール大会回対馬・壱岐親善ゲートボール大会�

対馬勢が上位を独占�
第24回対馬・壱岐親善ゲートボール大会�

な
な

せ

あ
か
り
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花
火
を
楽
し
む
塾
生
た
ち�

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
朝
鮮
通
信

使
縁
地
連
絡
協
議
会
や
対
馬
市
な

ど
で
構
成
す
る
同
実
行
委
員
会
が

主
催
し
た
も
の
で
、
塾
に
は
、
一

般
公
募
で
集
ま
っ
た
20
代
を
中
心

と
す
る
日
本
と
韓
国
の
若
者
28
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
韓
国
か
ら
の
参
加
者
は
多
く
が

大
学
生
で
、
そ
の
他
社
会
人
も
含

め
参
加
し
た
18
人
全
員
が
日
本
語

に
堪
能
で
し
た
。
一
方
、
日
本
か

ら
は
、
福
岡
や
東
京
、
地
元
対
馬

か
ら
学
生
や
公
務
員
な
ど
10
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

■
通
信
使
と
対
馬
の
歴
史
に
つ
い

　
て
学
び
、
対
馬
の
自
然
を
体
験�

　
塾
生
た
ち
は
、
期
間
中
に
開
か

れ
た
厳
原
町
の
県
立
対
馬
歴
史
民

俗
資
料
館
30
周
年
事
業
の
特
別
企

画
展
「
対
馬
に
の
こ
る
日
韓
交
流

の
礎
」
の
見
学
や
、
対
馬
市
交
流

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
日
韓
の
架
け
橋
・
対
馬
」

を
は
じ
め
、
韓
国
釜
山
大
学
校
の

朴
教
授
に
よ
る
講
義
「
対
馬
と

倭
館
」
等
を
受
講
。
通
信
使
の
果

た
し
た
平
和
へ
の
役
割
や
、
朝
鮮

国
と
の
友
好
関
係
に
努
力
し
た
対

馬
藩
の
歴
史
な
ど
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。

　
ま
た
、
学
習
以
外
で
は
、
遊
覧

船
で
の
浅
茅
湾
ク
ル
ー
ズ
や
、
美

津
島
町
の
勝
見
浦
で
海
水
浴
を
体

験
。
島
外
か
ら
の
参
加
者
は
、
そ

の
透
き
通
っ
た
海
水
や
美
し
い
砂

浜
に
感
動
し
て
い
た
様
子
で
し
た
。

韓
国
か
ら
の
参
加
者
の
中
に
は
、

海
で
泳
ぐ
こ
と
が
初
め
て
と
い
う

人
も
い
て
、
感
激
し
た
様
子
で
し

た
。
泳
い
だ
後
の
海
岸
で
は
、
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
や
花
火
で
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

■
今
後
の
交
流
の
発
展
へ
向
け
て
、

　
再
会
を
約
束
し
た
塾
生
た
ち

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
終
日
に
は
、

５
〜
６
人
ず
つ
に
分
か
れ
た
グ
ル

ー
プ
ご
と
に
、
塾
で
学
ん
だ
こ
と

を
踏
ま
え
て
、
今
後
の
日
韓
交
流

の
あ
り
方
に
つ
い
て
意
見
を
発
表

し
ま
し
た
。

　
あ
る
グ
ル
ー
プ
は
「
江
戸
時
代

に
往
復
約
５
〜
８
月
か
か
っ
た
通

信
使
の
時
代
と
比
べ
、
現
在
は
比

べ
も
の
に
な
ら
な
い
ぐ
ら
い
自
由

で
頻
繁
に
往
来
す
る
こ
と
が
で
き
、

ま
た
電
話
や
電
子
メ
ー
ル
な
ど
を

使
っ
て
連
絡
で
き
る
こ
と
を
考
え

れ
ば
、
私
た
ち
は
も
っ
と
仲
良
く

で
き
る
は
ず
。
交
流
す
る
機
会
を

増
や
す
努
力
を
続
け
れ
ば
、
も
っ

と
よ
り
良
い
関
係
に
な
れ
る
」
と

発
表
し
ま
し
た
。

　
個
人
と
個
人
の
民
間
交
流
が
広

ま
る
こ
と
で
、
国
と
国
と
の
交
流

も
よ
り
よ
い
方
向
に
向
い
て
い
く

は
ず
で
す
。

　
塾
生
た
ち
は
別
れ
際
に
、
今
回

の
交
流
を
通
し
て
知
り
合
っ
た
仲

間
た
ち
と
、
電
話
番
号
や
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
を
交
換
し
、
再
会
を
約

束
し
て
い
ま
し
た
。

「
こ
こ
で
の
縁
を
大
切
に
、
今
後
も
交
流
を
続
け
よ
う
」

朝
鮮
通
信
使
の
歴
史
や
精
神
を
学
び
、

朝
鮮
通
信
使
の
歴
史
や
精
神
を
学
び
、

　
　
　
　
　
今
後
の
交
流
に
つ
い
て
考
え
た
４
日
間

　
　
　
　
　
今
後
の
交
流
に
つ
い
て
考
え
た
４
日
間

通
信
使
外
交
塾
に
日
韓
の
若
者

通
信
使
外
交
塾
に
日
韓
の
若
者
28
名
が
参
加

名
が
参
加

朝
鮮
通
信
使
の
歴
史
や
精
神
を
学
び
、

　
　
　
　
　
今
後
の
交
流
に
つ
い
て
考
え
た
４
日
間

通
信
使
外
交
塾
に
日
韓
の
若
者
28
名
が
参
加

　朝鮮通信使が来日して400周年を迎える今年、外交の重要な舞台となった対馬に日
韓の若者が集い、その歴史と外交精神を学び、今後の国際交流のあり方について考え
る「通信使外交塾」が、７月20日～23日まで開かれました。
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講
演
で
宮
本
さ
ん
は
、
日
本
の
子
ど
も
た

ち
が
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
・
パ
ソ
コ
ン
・
携
帯

電
話
な
ど
の
電
子
メ
デ
ィ
ア
に
触
れ
る
（
見

た
り
遊
ん
だ
り
す
る
）
時
間
が
世
界
一
長
く
、

一
日
平
均
５
時
間
、
１
年
間
で
は
１
８
２
５

時
間
に
も
上
り
、
中
学
生
が
学
校
で
勉
強
す

る
時
間
（
約
１
０
０
０
時
間
）
の
倍
近
く
に

な
る
こ
と
や
、
そ
の
こ
と
が
子
ど
も
の
生
活

リ
ズ
ム
や
身
体
（
視
力
や
背
筋
・
脳
の
働
き

な
ど
）
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
を

指
摘
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
学
校
だ
け
で
な
く

家
庭
や
地
域
で
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境

に
対
し
て
大
人
が
気
を
配
る
こ
と
が
重
要
だ

と
講
演
し
ま
し
た
。

　
研
修
後
の
感
想
で
は
、
「
週
に
１
回
テ
レ

ビ
を
つ
け
な
い
日
を
作
る
」
、
「
だ
ら
だ
ら

見
な
い
で
親
子
で
相
談
し
て
番
組
を
選
ぶ
」
、

「
食
事
中
は
テ
レ
ビ
を
消
し
て
家
族
で
会
話

す
る
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
で
き
る

ノ
ー
テ
レ
ビ
（
テ
レ
ビ
を
消
す
）
に
取
り
組

ん
で
み
た
い
と
い
う
声
も
多
数
聞
か
れ
ま
し

た
。

　
佐
護
小
中
学
校
の
教
育
週
間
中
の
活
動
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
:/

/
w

w
w

5
.o

c
n

.

n
e
.jp

/
~

sa
g

o
/

to
p

.h
tm

l

）
に
も
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
観
光
の
先
導
役
の
育
成
を
目
指
す
平
成

19
年
度
対
馬
地
区
「
し
ま
自
慢
観
光
カ

レ
ッ
ジ
」
が
6
月
24
日
、
対
馬
市
交
流
セ

ン
タ
ー
で
開
校
し
ま
し
た
。

　
こ
の
カ
レ
ッ
ジ
は
、
内
閣
総
理
大
臣
認

定
の
「
地
域
再
生
計

画
」
事
業
で
受
講
料

は
無
料
。
全
国
的
に

活
躍
す
る
観
光
の
プ

ロ
を
講
師
に
招
き
、

講
座
、
実
践
訓
練
な

ど
を
通
し
て
島
の
活

性
化
を
担
う
観
光
の

プ
ロ
を
養
成
す
る
も

の
で
、
今
年
で
３
年

目
と
な
り
ま
す
。
　

　
第
１
回
目
の
講
座

は
韓
国
通
で
知
ら
れ

る
女
優
の
黒
田
福
美

さ
ん
が
講
師
を
務
め

「
も
う
辺
境
と
は
言

わ
せ
な
い
！
〜
対
馬

の
魅
力
を
考
え
る
〜
」
と
題
し
、
対
馬
の

観
光
の
活
性
化
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
に
も
、
対
馬
を
訪
問
し
た
こ

と
の
あ
る
黒
田
さ
ん
は
、
自
分
で
ソ
ウ
ル

の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
出
版
し
た
経
験
を
も

と
に
、
対
馬
で
の
観
光
の
あ
り
方
に
つ
い

て
話
し
、
面
積
が
広
く
移
動
手
段
も
限
ら

れ
て
い
る
対
馬
で
は
、
島
内
を
地
域
別
に

分
け
、
そ
の
区
域
内
で
出
来
る
こ
と
を
紹

介
す
る
よ
う
な
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
っ
て

み
て
は
と
提
案
。
ま
た
、
対
馬
で
生
産
さ

れ
る
品
質
の
良
い
真
珠

を
活
か
し
て
対
馬
を

「
東
洋
の
真
珠
」
と
し

て
Ｐ
Ｒ
す
れ
ば
、
都
会

の
人
達
に
も
興
味
を
持

っ
て
も
ら
え
る
の
で
は

な
い
か
と
提
案
し
、
受

講
生
の
関
心
を
集
め
て

い
ま
し
た
。

　
今
後
カ
レ
ッ
ジ
で
は
、

観
光
に
つ
い
て
の
基
礎

知
識
を
学
ぶ
共
通
講
座

や
観
光
ガ
イ
ド
、
商
品

開
発
ク
リ
エ
イ
タ
ー
な

ど
の
４
コ
ー
ス
の
専
門

分
野
に
分
か
れ
て
、
実

践
講
座
な
ど
が
実
施
さ

れ
、
受
講
後
に
は
県
認
定
の
修
了
証
書
が

交
付
さ
れ
ま
す
。

�

平
成
19
年
度

し
ま
自
慢
観
光
カ
レ
ッ
ジ
が
開
校�

観
光
の
プ
ロ
を
目
指
し
51
人
が
受
講
　
女
優
の
黒
田
福
美
さ
ん
が
講
演

（
写
真
）
対
馬
の
活
性
化
に
つ
い
て
講
演
す
る�

　
　
　
　
黒
田
福
美
さ
ん�

参加した保護者の皆さん�

講師の宮本智子さん�

シ
リ
ー
ズ
「
人
権
教
育
総
合
推
進
地
域
事
業
」
の
取
組
　
そ
の
②

「
子
ど
も
と
メ
デ
ィ
ア
」
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　
７
月
６
日
、
「
人
権
教
育
総
合
推
進
地
域
事
業
」
の
推
進
協
力
校
で
あ
る
佐
護
小
中

学
校
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
の
研
修
会
と
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
子
ど
も
と
メ
デ
ィ
ア
」
常

務
理
事
の
宮
本
智
子
さ
ん
を
招
き
、
「
子
ど
も
と
メ
デ
ィ
ア
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
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　子どもは、親をはじめたくさんの人といっしょに時間を過ごし、愛情に満ちた「ことば」
を語りかけることで、自分が大切にされ愛されていると感じます。絵本はこのような時を、
ごく自然につくりだすことができます。子どもと絵本を開く楽しさを一緒に体験して、心に
残る絵本の読み聞かせ方を習得しませんか？みなさんの参加をお待ちしています。�

　
対
馬
市
で
は
、
安
心
し
て
快
適
に
暮
ら
せ
る
生

活
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
や
み
ん
な
が
進
ん
で
参
加
で
き
る
地
域
活
動
を

進
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
「
地
域
福
祉
計
画
」
を

つ
く
り
ま
す
。

　
こ
の
計
画
は
、
み
ん
な
が
福
祉
に
つ
い
て
考
え
、

家
庭
や
地
域
で
思
い
や
り
を
持
っ
て
、
一
緒
に
支

え
合
う
あ
う
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
た
め
の
計

画
で
す
。

　
そ
こ
で
、
み
な
さ
ん
の
福
祉
に
関
す
る
考
え
や

意
見
、
地
域
活
動
へ
の
参
加
状
況
な
ど
を
お
聞
き

す
る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
い
た
し
ま

す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
実
施
時
期
　
８
月
20
日
〜
８
月
31
日

■
調
査
対
象
者
　
市
内
に
お
住
ま
い
の
15
歳
以
上

　
の
方
か
ら
無
作
為
に
選
ん
だ
１
８
０
０
人

■
実
施
方
法
　
対
象
者
に
郵
送
で
調
査
票
を
送
り

　
ま
す
の
で
、
記
入
後
、
返
信
用
封
筒
に
入
れ
郵

　
送
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
対
馬
市
福
祉
事
務
所
福
祉
課

　
　
☎
０
９
２
０
（
５
８
）
２
２
９
４

　
※
調
査
対
象
者
抽
出
に
も
れ
た
方
に
つ
い
て
も
、

　
希
望
さ
れ
る
場
合
、
各
支
所
で
調
査
票
を
配
布

　
し
ま
す
。（
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。）
　

　
長
崎
県
で
は
、
子
ど
も
を
持
つ
こ
と
を
望
み
な
が
ら
不

妊
に
悩
む
ご
夫
婦
の
不
妊
治
療
に
か
か
る
費
用
（
医
療
保

険
が
適
応
さ
れ
な
い
特
定
不
妊
治
療
）
の
一
部
を
助
成
し

て
い
ま
す
。�

　
平
成
19
年
度
か
ら
助
成
金
額
が
増
額
さ
れ
、
所
得
の
上

限
が
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。�

�

■
助
成
対
象�

　
法
律
婚
に
よ
る
配
偶
者
間
の
体
外
受
精
及
び
顕
微
授
精

　
が
対
象
で
、
次
の
要
件
す
べ
て
に
該
当
す
る
方�

　
　
①
ご
夫
婦
ま
た
は
、
ど
ち
ら
か
一
方
が
長
崎
県
内
に

　
　
　
お
住
ま
い
の
方�

　
　
②
前
年
の
ご
夫
婦
の
所
得
の
合
計
額�

　
　
　
が
7
3
0
万
円
未
満
の
方�

　
　
③
長
崎
県
が
指
定
す
る
医
療
機
関
で�

　
　
　
特
定
不
妊
治
療
を
受
け
ら
れ
た
方�

■
助
成
内
容
　
1
年
度
あ
た
り
10
万
円
を�

　
上
限
と
し
、
通
算
5
か
年
助
成
し
ま
す
。�

■
申
請
方
法�

　
　
①
書
類
に
よ
る
申
請
が
必
要
で
す
。（
申
請
の
窓
口
は
、

　
　
　
対
馬
保
健
所
で
す
。）�

　
　
②
申
請
に
必
要
な
書
類�

　
　
　
・
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
申
請
書�

　
　
　
・
指
定
医
療
機
関
の
受
診
等
証
明
書�

　
　
　
・
指
定
医
療
機
関
が
発
行
す
る
領
収
書�

　
　
　
・
住
民
票
謄
本
（
続
柄
記
載
の
あ
る
も
の
）�

　
　
　
・
夫
婦
の
所
得
額
の
証
明
書
（
夫
婦
の
合
計
所
得

　
　
　
　
額
が
7
3
0
万
円
未
満
）�

【
問
い
合
わ
せ
】�

　
対
馬
保
健
所 

地
域
保
健
課 

☎
0
9
2
0（
5
2
）0
1
6
6

健 康 コ ー ナ ー �

地
域
福
祉
計
画
ア
ン
ケ
ー
ト
に�

　
　
　
　
　
　
ご
協
力
く
だ
さ
い�

�

【問い合わせ・申込み】�
　健康推進課：☎０９２０（５８）１１１６�
　南福祉保健センター：☎０９２０（５２）４８８８ 　北福祉保健センター：☎０９２０（８４）２３１３�

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
の
ご
案
内

ご
案
内�

�

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
の
ご
案
内�

�

日 　 時　平成１９年９月１５日（土）１０時００分～１２時３０分�
場　　所　豊玉地区公民館２階（豊玉町仁位）�
講　　師　濱　裕子先生（いきのしま・おやこ文庫代表）�
　　　　　参加希望の方は９月６日（木）までに申し込んで�
　　　　　ください。�
　　　　 （子守を希望される方は事前にお知らせください）�



�����

　
長
崎
県
で
は
、
お
母
さ
ん
の
子
育
て
を
応
援
す
る
た
め
に
、
妊
娠�

期
か
ら
の
家
事
の
手
伝
い
や
お
子
さ
ん
の
一
時
保
育
、
保
育
所
等
へ�

の
送
迎
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
体
験
し
て
も
ら
う
「
マ
マ
の
し
あ
わ
せ

プ
レ
ゼ
ン
ト
事
業
」
を
７
月
以
降
順
次
開
始
し
ま
す
。�

１.

事
業
の
仕
組
み�

　 

子
育
て
家
庭
（
妊
婦
含
む
。
）
に
一
時
保
育
等
利
用
券
（
５
０
０ 

　 

円
×
４
枚
）
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
妊
娠
期
か
ら
の
家
事
支
援
や�

 

　
乳
幼
児
期
の
育
児
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

２.

利
用
券
の
配
布
対
象
者�

　 

平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で
に
県
内
の
市

　 

町
窓
口
で
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
を
受
け
る
す
べ
て
の
妊
婦
。�

　 

（
配
布
日
か
ら
２
年
間
有
効
）�

３.

サ
ー
ビ
ス
の
内
容�

　 

①
家
事
支
援
（
家
事
の
手
伝
い
） 

②
育
児
支
援
（
お
子
さ
ん
の
一�

 

　
時
保
育
・
一
時
預
か
り
・
保
育
所
等
へ
の
送
迎
な
ど
）�

４.

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
者�

　 

県
が
協
定
を
結
ぶ
事
業
者
の
対
象
は
次
の
と
お
り
で
す
。
詳
し
く�

 

　
は
、
長
崎
県
こ
ど
も
政
策
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。�

　 

①
一
時
保
育
等
を
実
施
し
て
い
る
保
育
所
　
②
各
市
町
地
域
子
育

　 

て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
つ
ど
い
の
広
場
　
③
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

　 

ー
（
一
部
を
除
く
。）　
④
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
　
⑤

　 

子
育
て
タ
ク
シ
ー
協
会
　
⑥
そ
の
他
、
家
事
支
援
や
育
児
支
援
を�

 

　
実
施
し
て
い
る
子
育
て
支
援
団
体�

【
問
い
合
わ
せ
】　
長
崎
県
こ
ど
も
政
策
局
こ
ど
も
未
来
課�

　
　
　
　
　
　
　 

〒
8
5
0
‐
8
5
7
0
　
長
崎
市
江
戸
町
２
番
13
号�

　
　
　
　
　
　
　
　  

　
　
　
　
　
☎
　
0
9
5（
8
9
5
）2
6
8
6
 
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
F
A
X
 0
9
5（
8
9
5
）2
5
5
4

○保険料は、被保険者全員が納めます。�
　・国民健康保険などの保険料・税を納めていた方は、原則として、これらに代わり後期高
　　齢者医療制度の保険料を納付します。�
　・政府管掌健康保険などの被扶養者で保険料を負担していなかった方は、納付する保険料
　　について、２年間の軽減措置が設けられます。�
○県内では、保険料率は原則として均一です。（保険料率は決まり次第お知らせします。）�
○保険料の納め方は、�
　・年額18万円以上の年金を受け取っている方の保険料は原則、年金から天引きとなります。�
　・それ以外の方は、口座振替や納付書により市町に納めます。�

○県内に住む75歳以上の方は、原則として、後期高齢者医療制度の被保険者となります。�
　なお、一定の障害がある65歳以上の方で、所定の申請を行った方も被保険者となります。�
○老人医療受給者証をお持ちの方は、制度開始の際、手続きは不要です。�
○これまでの老人保健制度と同様の給付が受けられます。�
○医療機関での自己負担は、現在の老人保健で医療を受けるときと同じです。�
　・原則、1割負担。ただし、現役並み所得の方は３割負担となります。�
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「
マ
マ
の
し
あ
わ
せ
プ
レ
ゼ
ン
ト
事
業
」７
月
か
ら
開
始
！

家
事
支
援
・
育
児
支
援
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
者
募
集
中
！�

�

75歳以上の高齢者を対象として、現在の老人保健制度にかわる新しい�
「後期高齢者医療制度」が創設されます。この制度の事務は、県内の�
各市町と長崎県後期高齢者医療広域連合が連携して行います。�

75歳以上の方の医療保険が変わります�

後期高齢者医療制度の概要�

後期高齢者医療制度の保険料�

概要�

保険料�

平成20年

４月
スタート

具体的内容については、今後お知らせします。�

お問い合わせは、長崎県後期高齢者医療広域連合　☎ 095（816）3930�
　　または、対馬市保健部保険課　☎ 0920(58)1118（内線157、158）�
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こ
の
法
律
は
年
金
記
録
の
訂
正

に
伴
っ
て
年
金
額
が
増
額
さ
れ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
時
効
に
よ
り

全
額
を
受
給
で
き
な
い
と
い
う
こ

と
が
な
い
よ
う
、
時
効
が
完
成
し

た
部
分
に
つ
い
て
も
年
金
を
支
給

す
る
も
の
で
す
。

　
で
き
る
限
り
簡
単
に
手
続
き
を

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
対
象
の

方
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
必
要
な
記

載
事
項
を
印
字
し
た
用
紙
を
９
月

か
ら
順
次
、
東
京
の
社
会
保
険
業

務
セ
ン
タ
ー
よ
り
お
送
り
し
ま
す

の
で
、
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー

へ
書
類
を
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
今
す
ぐ
に
手
続
き
す
る
場
合
は
、

お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
に
必

要
な
書
類
が
あ
り
ま
す
の
で
、
記

入
の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
今
後
年
金
記
録
が
訂
正�

さ
れ
る
方
は
、
訂
正
の
手
続
き
以

外
に
特
別
な
手
続
き
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。
年
金
記
録
の
訂
正
に
あ

わ
せ
て
自
動
的
に
手
続
き
が
行
わ

れ
ま
す
。�

【
問
い
合
わ
せ
】

　
長
崎
北
社
会
保
険
事
務
所

　
☎
０
９
５（
８
６
１
）１
２
１
１
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社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は�

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル�

☎
０
５
７
０（
０
５
）１
１
６
５�

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。�

手
続
き
方
法
な
ど
詳
し
く
は�

�

【
年
金
時
効
特
例
法
施
行
の
お
知
ら
せ
】

【
年
金
時
効
特
例
法
施
行
の
お
知
ら
せ
】�

【
年
金
時
効
特
例
法
施
行
の
お
知
ら
せ
】�

年
金
記
録
問
題
の
一
環
と
し
て
「
年
金
時
効
特
例
法
」
が�

平
成
19
年
７
月
６
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。�

▼
社
会
保
険
事
務
局
の
出
張
相
談
の
お
知
ら
せ�

◎
９
月
18
日（
火
） 

午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で  

対
馬
市
役
所  

一
階
大
会
議
室�

◎
９
月
19
日（
水
） 

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で  

美
津
島
支
所  

別
館
会
議
室�

待
合
室
の
有
効
利
用
に
つ
い
て

待
合
室
の
有
効
利
用
に
つ
い
て�

�

対
馬
市
斎
場�

　  

　  

「
つ
つ
じ
の
苑
」�

�

【問い合わせ】自衛隊長崎地方協力本部　対馬駐在員事務所　☎0920（52）0908

平成19年度自衛官募集�
区　　分　　　　　　　資　　格　　　　　　 受付期間　　　　　 一次試験場  　          試験場�

防衛大学校学生一般�

防衛医科大学校学生�

航空学生�

看護学生�

一般曹候補生�

２等陸・海・空士（女子）�

２等陸・海・空士（男子）�

自衛隊生徒（陸）�

高卒（見込含）�
21歳未満の者�

9月7日～9月28日�
11月10、11日�

受付時に�
通　　知�

受付時に�
通　　知�

11月3、4日�

9月22日�

10月14日�

9月17日� 対馬島内�

対馬島内�

対馬島内�

9月24日、25日�

20年1月12日�

9月18日�
（※受付時に通知）�（※受付時に通知）�

8月1日～9月7日�

8月1日～9月7日�

11月1日～20年1月8日�

（※年間を通じ受付）�

8月1日～9月7日�

9月7日～9月28日�
高卒（見込含）�
24歳未満の者�

18歳以上�
27歳未満の者�

中卒（見込含）�
17歳未満の男子�

待
合
室
の
有
効
利
用
に
つ
い
て�

�

対
馬
市
斉
場（
火
葬
場
）�

　
　  
の
利
用
に
つ
い
て�

� 対
馬
市
で
は
、
対
馬
市
斎
場
「
つ
つ

じ
の
苑
」
（
美
津
島
町
根
緒
）
待
合

室
を
葬
儀
場
と
し
て
利
用
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

■
利
用
で
き
る
方

　
・
申
請
者
が
生
活
保
護
世
帯
で
あ

　
　
る
方
。

　
・
亡
く
な
ら
れ
た
方
が
施
設
入
所

　
　
及
び
一
人
暮
ら
し
で
、
申
請
者

　
　
が
市
内
に
住
所
を
有
し
な
い
方
。

　
・
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
、
市
長

　
　
が
特
に
認
め
る
方
。

■
利
用
料
　
※
市
外
の
方
は
使
用
料

　
　
　
　
　
　
　
が
倍
に
な
り
ま
す
。

　
・
一
室
（
３
時
間
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２,
０
０
０
円

　
・
超
過
使
用
料
（
１
時
間
ご
と
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
０
０
円

施
設
の
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
お
心

付
け
等
は
一
切
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
対
馬
市
　
市
民
課

　
☎
０
９
２
０
（
５
３
）
６
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
線
２
２
３



◆県産材利用促進型�

　県産材の使用割合が50％以上の木造軸組構法による住宅を建築する場合、工務店等が30万円（税別）

に相当する数量以上の県産材を施主にプレゼントする場合に、県が工務店等に対し15万円を補助します。�

◆県産材増改築促進型�

　既設住宅の木造軸組構法による増改築又は木材を使用する修繕・模様替えを50㎡以上行い、工務店等が

30万円（税別）に相当する県産材を施主にプレゼントする場合に、県が工務店等に対し15万円を補助し

ます。�

�　　　　　　　　　　  【制度に関するお問い合わせ】　対馬地方局林業課　☎0920（52）0318　まで�

　「ポイ捨て」とは、煙草、空き缶、ペットボトル、包装紙など比較

的小さなごみを、不法に捨てることです。�

　捨てるものが小さくても、犯罪行為であることには間違いあ

りません。�

　捨てられた煙草が原因で火災が発生した事例、走行中の自動

車から捨てられた空き缶が後続車にあたり、道路交通法違反の疑いで書類送検された事例もあります。�

　また、路上で捨てられたごみは、側溝に集まります。写真では、煙草の吸殻、フィルターが目立ちます。�

このようにポイ捨てされたごみの多くは、川を通り海に流れていきます。多くの大人が吸殻と一緒にマナ

ーも捨てているのでしょうか？�

　『地元で育った木材を伐り出して我が家の柱として使いたい』そんな方々の要望に応
えるため、長崎県と工務店等が一体となって「ながさ木の家」づくりを支援しています。�
　◆「ながさ木の家」普及型�

　住宅を新築するにあたり、使用する木材のうち４０万円（税別）に相当する数量以上の長崎県産材を工

務店等が施主に対しプレゼントする場合に、県が２０万円を工務店等に対し補助するものです。（※木造

軸組構法による戸建て住宅で、県が定めた条件を満たすことが必要です）�

　秋の農繁期を迎え、農業機械を使用する頻度が増えてくると、農作業事故発生の危険性も高まります。

　農作業事故は、トラクターなど農業機械の運転操作の誤りによる転倒や転落が多く、農地以外の道路や

敷地内における発生や60歳以上の方の事故が目立ちます。

　長時間の作業はこまめに休憩をとりながら行い、機械作業時には万一の事故に対処できるよう、2人以

上で行うよう努めましょう。
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廃 棄 物 対 策 課 コ ー ナ ー �

側溝に集まった大量の煙草の吸い殻�

廃棄物対策課　☎0920（53）6111

ストップ「ポイ捨て」�ストップ「ポイ捨て」�

～「ながさ木の家」普及支援事業～�

9月15日～10月14日は「秋の農作業安全運動月間」です�9月15日～10月14日は「秋の農作業安全運動月間」です�

補助（20万円）� 長崎県�

県産材を使っての�
「ながさ木の家」建築�

建主（個人）�

「ながさ木の家」�
普及支援�

40万円相当分以上の�
県産材を無償提供�

建設業者�



対
馬
市
教
育
委
員
会
　
文
化
財
課�

☎
0
9
2
0（
5
4
）2
3
4
1

　
今
年
の
11
月
28
日
は
、
江
戸
時

代
の
日
本
を
代
表
す
る
儒
学
者
⑴

で
、
政
治
家
で
も
あ
っ
た
対
馬
聖

人
・
陶
山
訥
庵
先
生
（
初
め
五
一

郎
、
の
ち
庄
右
衛
門
）
が
生
ま
れ

て
ち
ょ
う
ど
３
５
０
回
目
の
誕
生

日
に
当
た
り
ま
す
。
先
生
は
幼
い

こ
ろ
か
ら
、
か
し
こ
く
頭
が
い
い

の
で
、
み
ん
な
「
あ
の
子
は
神
様

の
子
だ
」
と
噂
し
た
そ
う
で
す
。

ま
た
と
て
も
母
親
思
い
で
、
６
歳

の
こ
ろ
母
が
作
っ
て
く
れ
た
足
袋

を
「
も
っ
た
い
な
い
」
と
い
っ
て

は
く
の
を
遠
慮
し
た
と
い
う
話
も

伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
陶
山
庄
右
衛
門
は
、
今
か
ら
３

5
0
年
前
の
明
暦
３（
1
6
5
7
）

年
厳
原
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
寛
文
７（
１
６
６
７
）年
11
歳
の

と
き
京
都
に
遊
学
、
の
ち
江
戸
に

出
て
木
下
順
庵
⑵

の
門
に
は
い
り

ま
し
た
。会
津
藩（
今
の
福
島
県
）

の
山
崎
安
斎
⑶

、岡
山
藩
の
熊
沢
蕃

山
⑷

と
並
び
称
せ
ら
れ
た
木
下
順

庵
は
、そ
の
塾
か
ら
木
門
五
先
生
、

木
門
十
哲
な
ど
多
彩
な
学
者
を
世

に
送
り
ま
し
た
が
、
五
一
郎
の
才

を
見
た
順
庵
は
、室
新
助（
鳩
巣
）⑸

と
な
ら
ん
で
、
「
わ
が
門
下
の
双

璧（
二
人
の
優
れ
た
人
物
）」
と
激

賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
訥
庵
先
生
は
師

の
順
庵
先
生
か
ら
も
高
い
評
価
を

う
け
た
人
で
し
た
か
ら
、
早
く
か

ら
人
々
の
間
で
も
知
ら
れ
て
い
た

と
み
え
、
江
戸
時
代
の
終
り
ご
ろ

に
で
き
た
『
先
哲
叢
談
』
と
い
う

人
名
辞
典
に
、
藤
原
惶
窩
⑹

、木
下

順
庵
、
新
井
白
石
⑺

、
雨
森
芳
洲
⑻

な
ど
、
１
７
３
名
の
学
者
と
と
も

に
、
先
生
の
名
前
が
の
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
解
説
の
中
に「（
没
後
70

年
後
の
）今
に
な
っ
て
も
、対
馬
の

人
た
ち
は
老
若
男
女
、
小
さ
な
子

ど
も
に
い
た
る
ま
で
、
だ
れ
一
人

と
し
て
先
生
の
名
を
知
ら
な
い
者

は
い
な
い
」と
書
い
て
あ
り
ま
す
。

⑴
儒
学
…
人
の
生
き
方
な
ど
を
説
く
中

　
国
の
古
く
か
ら
の
学
問
。

⑵
京
都
の
人
、将
軍
綱
吉
の
侍
講
。

⑶
京
都
の
人
、門
弟
多
く
「
数
千
人
」。

⑷
京
都
の
人
、
池
田
光
政
侯
の
執
政
。

⑸
江
戸
の
人
、
順
庵
言「
わ
が
益
友
」。

⑹
京
都
冷
泉
家
出
身
、
民
間
の
大
儒
。

⑺
江
戸
の
人
、
政
治
家
、
地
理
学
者
。

⑻
近
江
の
人
、対
馬
藩
に
出
仕
、儒
者
。
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趣
　
旨
　「
陶
山
訥
庵
先
生
　
生
誕
３
５
０
年
祭
」
に
ち
な
ん
で「
近
世
文

書
」
の
中
か
ら
、
分
か
り
や
す
く
平
易
な
史
料
を
選
ん
で
、
広
く
市
民
の

皆
様
と
、
対
馬
に
残
っ
て
い
る
地
方
文
書
の
一
部
を
読
む
こ
と
で
、
江
戸

時
代
を
垣
間
見
る
ひ
と
つ
の
機
会
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

古
文
書
の
内
容
　
次
の
よ
う
な
史
料
の
中
か
ら
何
点
か
選
ぶ
予
定
で
す
。

　
①
陶
山
訥
庵
先
生
関
係
史
料

　
②
宗
家
文
庫
史
料
（
日
記
類
、
記
録
類
の
中
か
ら
）

　
③
家
文
書
（
島
内
諸
家
に
伝
来
す
る
家
文
書
の
中
か
ら
）

期
日
と
場
所
、
講
師
　
歴
史
に
関
心
の
あ
る
方
が
な
る
べ
く
出
席
し
や
す

い
よ
う
に
、
島
内
６
カ
所
で
実
施
し
ま
す
。
ま
た
11
月
10
日
（
土
）
に
行

な
わ
れ
る
生
誕
祭
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
く
た
め
も
あ
り
、
生
誕
祭

直
前
の
９
月
〜
10
月
に
、
集
中
的
に
実
施
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

●
9
月
1
日（
土
）
豊
玉
地
区
公
民
館
　
　
　
中
島
新
吾（
久
田
中
学
校
教
諭
）

●
9
月
8
日（
土
）
峰
地
区
公
民
館
　
　
　
　
俵
　
裕
一（
歴
民
学
芸
員
補
）

●
10
月
13
日（
土
）
上
対
馬
地
区
公
民
館
　
　
西
山
　
篤（
市
教
委
指
導
主
事
）

●
10
月
14
日（
日
）
上
県
地
区
公
民
館
　
　
　
長
郷
直
明（
佐
護
中
学
校
長
）

●
10
月
20
日（
土
）
対
馬
市
交
流
セ
ン
タ
ー
　
小
松
勝
助（
厳
原
幼
稚
園
長
）

●
10
月
27
日（
日
）
美
津
島
地
区
公
民
館
　
　
大
森
公
善（
対
馬
歴
民
館
長
）

時
　
　
間
　
昼
食
を
は
さ
ん
で
4
時
間
程
度
　（
10
時
〜
15
時
）

受
講
申
込
　
各
地
区
公
民
館
へ
、電
話
か
F
A
X
で
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

　
①
締
　
切
　
○

豊
玉
・
峰
会
場
は
、8
月
31
日
ま
で

　
　
　
　
　
　
○

上
県
・
上
対
馬
・
美
津
島
・
厳
原
会
場
は
、9
月
28
日
ま
で

　
②
参
加
費
　
複
写
代
2
0
0
円

【
問
合
せ
先
】
陶
山
訥
庵
先
生
　
生
誕
3
5
0
年
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

　
　
　
〒
8
1
7
‐
0
3
2
2
対
馬
市
美
津
島
町
　
知
甲
5
5
0
番
地
２

　
　
　
対
馬
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課
　
☎
0
9
2
0（
5
4
）2
3
4
1
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●
陶
山
訥
庵
先
生
　
生
誕
３
５
０
年
祭
に
よ
せ
て�

じ
ゅ
が
く
し
ゃ

し

ょ

う

え

も

ん

た

び

め
い
れ
き

ゆ
う
が
く

き
の
し
た
じ
ゅ
ん
あ
ん

あ
い
づ

あ
ん
さ
い

く
ま
ざ
わ
ば
ん

む
ろ

き
ゅ
う
そ
う

そ
う

へ
き

げ
き

し
ょ
う

せ

い

か

あ

ら

い

は

く

せ
き

あ
め
の
も
り
ほ
う
し
ゅ
う

じ
　
こ
う

こ
う

し
っ
せ
い

え
き

ゆ
う

れ

い

ぜ

い

け

た
い
じ
ゅ

す

や

ま

と

つ

あ

ん

じ
か
た
も
ん
じ
ょ

【
対
馬
縦
断
古
文
書
講
読
会
の
お
知
ら
せ
】�

ざ
ん

せ
ん
て
つ
そ
う
だ
ん

陶山訥庵先生肖像（修善寺蔵）�

（
　
　
　
　
　
）�

生
誕
３
５
０
年
祭

実
行
委
員
会
・
小
松
勝
助



　
交
通
事
故
に
よ
る
死
傷
者
数
の

減
少
を
目
的
に
、
交
通
安
全
意
識

を
高
め
る
た
め
、
県
内
で
は
対
馬

市
・
壱
岐
市
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

■
日
程
　
9
月
10
日
（
月
）

　
9
時
〜
9
時
30
分

　
　
出
発
式(

市
役
所
玄
関
前)

　
9
時
30
〜
11
時
30
分

　
　
沿
道
広
報(

市
役
所
〜
上
県
町
）

　
11
時
30
分
〜
12
時

　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式
（
対
馬

　
　
北
警
察
署
）

　
13
時
〜
15
時

　
　
沿
道
広
報(

上
県
町
〜
厳
原
町
）

◎
母
親
指
導
者
講
習
会
開
催�

　
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
事
業
の
一
環
と

し
て
、
母
親
を
対
象
に
交
通
安
全

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
子
供
の
交
通
事
故
を
無
く
す
に

は
、
家
庭
で
の
教
育
が
何
よ
り
も

大
切
で
す
。
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
9
月
10
日(

月)

　
　
　
　
9
時
40
分
〜

■
場
所
　
対
馬
市
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
３
階
大
会
議
室

　
９
月
の
「
船
員
労
働
安
全
衛
生

月
間
」
に
合
わ
せ
、
対
馬
い
づ
は

ら
病
院
で
、
９
月
中
（
日
曜
、
祝

日
及
び
土
曜
の
午
後
を
除
く
）
船

員
無
料
健
康
相
談
所
が
開
設
さ
れ

ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ

い
。

　
ま
た
、
期
間
中
は
「
安
全
第
一

家
族
の
願
い
　
健
康
管
理
は
　
自

分
の
務
め
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、九

州
運
輸
局
及
び
福
岡
地
区
船
員
労

働
安
全
衛
生
協
議
会
で
は
、
停
泊

中
の
船
舶
等
を
訪
問
し
、
船
員
の

安
全
・
衛
生
指
導
を
実
施
す
る
な

ど
船
員
災
害
の
発
生
防
止
の
強
化

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
9
月
9
日
は「
救
急
の
日
」で
す
。

こ
の
日
を
含
む
１
週
間
を
「
救
急

医
療
週
間
」
と
し
て
、
全
国
各
地

で
救
急
に
関
す
る
様
々
な
行
事
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　
対
馬
で
も
、
こ
の
行
事
の
一
環

と
し
て
同
研
究
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
入
場
無
料
で
す
の
で
、
皆
様
お

誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

■
テ
ー
マ
　「
一
人
で
も
多
く
の

　
　
　
　
　
命
を
救
う
た
め
に
」

■
日
　
時
　
９
月
８
日
（
土
）

　
　
　
　
　
14
時
〜
17
時

■
場
　
所
　
対
馬
市
交
流
セ
ン

　
　
　
　
　
タ
ー

【
問
い
合
わ
せ
】

対
馬
保
健
所
・
対
馬
市
医
師
会
・

対
馬
市
消
防
本
部

　
介
護
者
ど
う
し
で
、
一
緒
に
認

知
症
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
　
９
月
14
日
（
金
）

　
　
　
　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

■
場
所
　
豊
玉
文
化
会
館

■
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
可

■
内
容

【
一
部
】
講
演
会

　
　「
認
知
症
の
母
が
教
え
て
く

　
れ
た
こ
と
」
講
師
‥
詩
人
・
児

　
童
文
学
作
家
　
藤
川
幸
之
助
先

　
生

【
二
部
】
つ
ど
い
・
相
談
会

　
　
認
知
症
の
家
族
の
会
長
崎
支

　
部
の
方
と
の
座
談
会
。
介
護
保

　
険
の
利
用
や
介
護
の
悩
み
に
対

　
馬
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
応
じ
ま
す
。

【
参
加
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　
対
馬
保
健
所
地
域
保
健
課

　
　
F
A
X

0
9
2
0（
5
2
）7
4
0
3

　
対
馬
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

　
ー

　
　
　

☎

0
9
2
0（
5
8
）1
1
1
7

　
F
A
X

0
9
2
0（
5
8
）2
7
5
5

■
日
時
　
9
月
22
日
（
土
）

　
　
　
　
13
時
〜
16
時

■
会
場
　
あ
そ
う
ベ
イ
パ
ー
ク

　
　
　
　（
美
津
島
町
）

■
内
容
　
乗
馬
体
験
、
犬
猫
健
康

　
相
談
、
動
物
愛
護
絵
画
コ
ン
ク

　
ー
ル
表
彰
な
ど
。
（
会
場
へ
の

　
犬
、
猫
等
ペ
ッ
ト
の
同
伴
は
で

　
き
ま
せ
ん
。
ご
協
力
を
お
願
い

　
し
ま
す
。
）

【
問
い
合
わ
せ
】

対
馬
保
健
所
及
び
対
馬
獣
医
師
会

事
務
局
ま
た
は
、
対
馬
市
市
民
課

　
☎
0
9
2
0（
5
3
）6
1
1
1
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９
月
は

９
月
は�

「
船
員
労
働
安
全
衛
生
月
間
」

「
船
員
労
働
安
全
衛
生
月
間
」�

船
員
無
料
健
康
相
談
所
開
設

船
員
無
料
健
康
相
談
所
開
設�

９
月
は�

「
船
員
労
働
安
全
衛
生
月
間
」�

船
員
無
料
健
康
相
談
所
開
設�

対
馬
い
づ
は
ら
病
院�

☎
0
9
2
0（
5
2
）1
9
1
0

対
馬
救
急
医
療
研
究
会

対
馬
救
急
医
療
研
究
会�

対
馬
救
急
医
療
研
究
会�

対
馬
保
健
所
・
対
馬
市
医
師
会�

対
馬
市
消
防
本
部 

主
催�

認
知
症
高
齢
者

認
知
症
高
齢
者�

　
講
演
会

　
講
演
会
・
相
談
会

相
談
会�

認
知
症
高
齢
者�

　
講
演
会
・
相
談
会�

対
馬
保
健
所 

地
域
保
健
課�

☎
０
９
２
０（
５
２
）０
１
６
６�

交
通
安
全

交
通
安
全�

全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
　

全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
　�

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　 

対
馬
上
陸

対
馬
上
陸�

交
通
安
全�

全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
　�

　
　
　
　
　 

対
馬
上
陸�

対
馬
市 

総
務
課�

☎
0
9
2
0（
5
3
）6
1
1
1

動
物
愛
護
の
つ
ど
い

動
物
愛
護
の
つ
ど
い�

ワ
ン
ワ
ン
・
ニ
ャ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ニ
ャ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル�

動
物
愛
護
の
つ
ど
い�

ワ
ン
・
ニ
ャ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル�

対
馬
獣
医
師
会�

☎
0
9
2
0（
5
4
）2
1
7
9

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ�

お
知
ら
せ�
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平
成
19
年
10
月
１
日
か
ら
、
雇

用
保
険
制
度
が
変
わ
り
ま
す
。

　
主
な
改
正
点
は
次
の
と
お
り
で

す
。

■
雇
用
保
険
の
被
保
険
者
は
、
一

　
週
間
の
労
働
時
間
に
よ
り
「
一

　
般
被
保
険
者
」
と
「
短
時
間
労

　
働
被
保
険
者
」
に
区
分
さ
れ
て

　
い
ま
す
が
、
一
本
化
さ
れ
全
て

　
「
一
般
被
保
険
者
」
と
な
り
ま

　
す
。
た
だ
し
、
雇
用
保
険
の
加

　
入
要
件
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

■
雇
用
保
険
の
基
本
手
当
の
受
給

　
資
格
要
件
も
一
本
化
さ
れ
、
平

　
成
19
年
10
月
１
日
以
降
離
職
さ

　
れ
た
場
合
は
、
原
則
、
11
日
以

　
上
勤
務
し
た
月
が
12
ヶ
月
（
被

　
保
険
者
期
間
）
必
要
と
な
り
ま

　
す
。
た
だ
し
、
会
社
の
倒
産
・

　
解
雇
等
に
よ
り
離
職
さ
れ
た
場

　
合
は
、
11
日
以
上
勤
務
し
た
月

　
が
６
ヶ
月（
被
保
険
者
期
間
）必

　
要
と
な
り
ま
す
。

■
育
児
休
業
給
付
の
給
付
率
を
、

　
休
業
前
賃
金
の
40
％
か
ら
50
％

　
に
引
き
上
げ
ま
す
。�

■
教
育
訓
練
給
付
の
受
給
要
件
の

被
保
険
者
期
間
が
変
更
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
給
付
率
が
一
本
化（
20
％
）

さ
れ
、
上
限
率
が
一
律
10
万
円
と

な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
対
馬
又
は
、

長
崎
労
働
局
職
業
安
定
課
ま
で

☎
０
９
５（
８
０
１
）０
０
４
０

　
長
崎
県
警
で
は
、９
月
中
を「
行

方
不
明
者
捜
索
強
化
月
間
」
と
し

て
、
家
出
を
さ
れ
て
行
方
不
明
と

な
ら
れ
て
い
る
方
、
又
は
事
故
な

ど
で
不
幸
に
し
て
亡
く
な
ら
れ
身

元
が
わ
か
ら
な
い
方
の
家
族
を
捜

す
活
動
を
強
化
し
ま
す
。

　
全
国
で
は
、
平
成
19
年
５
月
末

現
在
で

　
○
家
出
人
件
数（
過
去
10
年
間
）

　
　
約
８
０
０
０
０
件

　
○
身
元
不
明
死
体
数
（
過
去
15

　
　
年
間
）
約
１
８
０
０
０
体
と

　
　
な
っ
て
い
ま
す
。

長
崎
県
内
に
お
い
て
も

　
○
家
出
人
件
数（
過
去
10
年
間
）

　
　
１
０
３
０
件

　
○
身
元
不
明
死
体
数
（
過
去
15

　
　
年
間
）
１
３
２
体
に
及
ん
で

　
　
い
ま
す
。

　
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
警
察

本
部
又
は
お
近
く
の
警
察
署
へ
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】�

　
長
崎
県
警
察
本
部
鑑
識
課

　
対
馬
南
警
察
署
　
鑑
識
係
・
生

　
活
安
全
係

　
☎
０
９
２
０（
５
２
）０
１
１
０

※
県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
過
去
５

　
年
間
の
身
元
不
明
者
の
服
装
や

　
身
体
特
徴
等
の
情
報
を
掲
載
し

　
て
い
ま
す
。

　
長
年
、
市
民
の
皆
様
に
親
し
ま

れ
て
参
り
ま
し
た
「
対
馬
空
港
ま

つ
り
」
は
、
諸
般
の
事
情
に
よ
り

開
催
を
断
念
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
市
民
皆
様
の
「
対

馬
空
港
ま
つ
り
」
へ
の
ご
協
力
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
県
民
か
ら
公
募
し
た
美
術
作
品

を
展
示
し
ま
す
。

会
場
及
び
日
程

①
長
崎
（
長
崎
県
美
術
館
）

　
９
月
15
日（
土
）〜
29
日（
土
）

　
　
　
　
　
　（
９
月
25
日
休
館
）

②
佐
世
保
（
佐
世
保
市
博
物
館
島

　
瀬
美
術
セ
ン
タ
ー
）

　
10
月
４
日（
木
）〜
14
日（
日
）

　
　
　
　
　
　（
10
月
９
日
休
館
）

③
諫
早
（
諫
早
文
化
会
館
）

　
10
月
18
日（
木
）〜
28
日（
日
）

　
　
　
　
　
　（
10
月
22
日
休
館
）

　
警
察
で
は
、
９
月
11
日
を
「
警

察
相
談
の
日
」
と
定
め
相
談
業
務

の
広
報
及
び
利
用
促
進
活
動
等
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
次
の

日
程
で
、
出
張
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
。

■
日
時
　
９
月
11
日（
火
）

　
　
　
　
13
時
〜
17
時

■
場
所
　
対
馬
市
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
３
階
第
１
会
議
室

■
内
容
　
相
談
員
２
名
が
、
警
察

　
安
全
相
談
、
民
事
介
入
暴
力
相

　
談
に
当
た
り
ま
す
。

雇
用
保
険
制
度
が

雇
用
保
険
制
度
が�

　
　
　
　
変
わ
り
ま
す

　
　
　
　
変
わ
り
ま
す�

雇
用
保
険
制
度
が�

　
　
　
　
変
わ
り
ま
す�

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
対
馬�

☎
０
９
２
０（
５
２
）８
６
０
９�

10
月
１
日
か
ら�

行
方
不
明
者
捜
索

行
方
不
明
者
捜
索�

　
　
　
　
　
強
化
月
間

　
　
　
　
　
強
化
月
間�

行
方
不
明
者
捜
索�

　
　
　
　
　
強
化
月
間�

長
崎
県
警
察
本
部
鑑
識
課�

☎
０
９
５（
８
２
０
）０
１
１
０�

空
の
日

空
の
日
・
対
馬
空
港
ま
つ
り

対
馬
空
港
ま
つ
り�

　
　
　
　  

中
止
の
お
知
ら
せ

中
止
の
お
知
ら
せ�
空
の
日
・
対
馬
空
港
ま
つ
り�

　
　  

中
止
の
お
知
ら
せ�

第
52
回  

県
展
公
募
展

県
展
公
募
展�

第
52
回  

県
展
公
募
展�

長
崎
県
・
県
教
育
委
員
会
・
県
美
術�

協
会
・
県
文
化
団
体
協
議
会

主
催�

９
月
９
月
11
日「
警
察
相
談
の
日
」

「
警
察
相
談
の
日
」�

出
張
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

出
張
相
談
所
を
開
設
し
ま
す�

９
月
11
日「
警
察
相
談
の
日
」�

出
張
相
談
所
を
開
設
し
ま
す�

対
馬
南
警
察
署�

☎
０
９
２
０（
５
２
）０
１
１
０�

９
月
は�

　募集しておりました、峰町共同集合

店舗第８号店及び９号店の出店者が決

定しましたので、お知らせします。

第８号
811㎡

第９号

85㎡

第３号

165㎡

第２号

135㎡

第１号

131㎡

第４号

65㎡

第５号

76㎡

第６号

100㎡
第７号

50㎡

峰町共同集合店舗�

出 店 者 決 定 �

出 店 者　サンクスジャパン株式会社�

営業種目　総合ディスカウントストア�

出店予定　９月下旬�

←至　櫛 至　佐賀→

「
空
の
日
」対
馬
空
港
ま
つ
り
実
行
委
員
会�

☎
０
９
２
０（
５
４
）３
４
８
２�
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募
　
集

募
　
集�
募
　
集�

樹
脂
成
形
工
場
の
管
理

樹
脂
成
形
工
場
の
管
理�

の
出
来
る
人
材
募
集

の
出
来
る
人
材
募
集�

樹
脂
成
形
工
場
の
管
理�

の
出
来
る
人
材
募
集�

対
馬
市
商
工
課
　
企
業
誘
致
班�

☎
０
９
２
０（
５
３
）６
１
１
１�

長
崎
県
警
察
官

長
崎
県
警
察
官（
Ⅲ
類
）
類
）�

募
集
募
集�

長
崎
県
警
察
官（
Ⅲ
類
）�

募
集�

長
崎
県
警
察
本
部
　
警
務
課
採
用
係�

☎
０
９
５（
８
２
０
）１
５
０
４�

無
線
従
事
者
育
成
講
習
会

無
線
従
事
者
育
成
講
習
会�

無
線
従
事
者
育
成
講
習
会�

対
馬
無
線
漁
業
協
同
組
合�

☎
０
９
２
０（
５
２
）０
８
７
８�

手
話
講
習
会

手
話
講
習
会〈
中
級
〉

〈
中
級
〉�

手
話
講
習
会〈
中
級
〉�

手
話
サ
ー
ク
ル「
み
ん
な
の
手
」�

☎
０
９
２
０（
５
２
）３
７
９
４�

　
対
馬
市
で
は
、
Ｉ
Ｃ
製
造
に
関

す
る
超
精
密
金
型
設
計
、
製
作
の

国
内
ト
ッ
プ
企
業
を
対
馬
市
へ
誘

致
す
る
た
め
、
次
の
要
領
で
人
材

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
資
格
　
樹
脂
金
型
設
計
、
製
造

　
又
は
樹
脂
金
型
成
形
に
対
し
相

　
当
程
度
の
経
験
を
有
し
、
技
術

　
指
導
、
労
務
管
理
、
対
馬
で
の

　
勤
務
が
可
能
な
方
（
採
用
後
、

　
半
年
か
ら
１
年
間
程
度
、
本
社

　
工
場
で
の
研
修
が
あ
り
ま
す
。）

　
※
本
人
以
外
で
も
、
お
知
り
合

　
い
に
経
験
を
有
す
る
方
が
い
ら

　
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
企
業
誘

　
致
班
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
募
集
人
員
　
１
名

■
応
募
方
法
　
経
験
等
を
記
入
し

　
た
履
歴
書
を
商
工
課
企
業
誘
致

　
班
ま
で
送
付
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】�

　
対
馬
市
商
工
課
　
企
業
誘
致
班

　
　
　（
担
当:

阿
比
留
、
小
島
）

　
〒
８
１
７
‐
０
０
２
２

　
対
馬
市
厳
原
町
国
分
１
４
４
１
番
地

�

平
成
19
年
度�

　
長
崎
県
警
察
官
採
用
試
験�

■
区
分
　
警
察
官
Ⅲ
類（
男
・
女
）

■
受
付
期
間
　
８
月
24
日（
金
）ま
で

■
試
験
日
　
10
月
14
日（
第
１
次
）、

　
　
　
　
　
11
月
中
（
第
２
次
）

■
受
験
資
格
　
昭
和
52
年
４
月
２

　
日
か
ら
平
成
２
年
４
月
１
日
ま

　
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、
４
年
生

　
大
学
（
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
を

　
含
む
）
を
卒
業
し
た
者
（
平
成

　
20
年
３
月
31
日
ま
で
に
卒
業
見

　
込
み
の
者
を
含
む
）
以
外
の
者

■
採
用
予
定
数
　
男
性
約
35
名
、

　
　
　
　
　
　
　
女
性
約
10
名

■
１
次
試
験
地
　
対
馬
市
、
長
崎

　
市
、
佐
世
保
市
、
島
原
市
、
五

　
島
市
、
新
上
五
島
町
、
壱
岐
市

■
採
用
時
期
　
平
成
20
年
４
月
以
降

【
問
い
合
わ
せ
】

　
長
崎
県
警
察
本
部
　
警
務
課
採
用
係

�

第
３
級
海
上
特
殊
無
線
技
士

■
開
催
日
時
　
10
月
６
日

■
開
催
場
所
　
豊
玉
町
（
予
定
）

■
講
習
時
間
　
６
時
間
（
終
了
試

　
験
を
含
み
１
日
間
）

■
操
作
で
き
る
無
線
設
備�

１.

船
舶
局
の
無
線
設
備
で
空
中

　
線
電
力
５
ワ
ッ
ト
以
下
で
25
Ｍ

　
Hz
以
上
の
設
備

２.

船
舶
局
の
空
中
線
電
力
５
キ

　
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
レ
ー
ダ
ー
の

　
操
作

�

第
２
級
海
上
特
殊
無
線
技
士�

■
開
催
日
時
　
10
月
26
日
〜
28
日

■
開
催
場
所
　
豊
玉
町
（
予
定
）

■
講
習
時
間
　
15
時
間
（
終
了
試

　
験
を
含
み
３
日
間
）

■
操
作
で
き
る
無
線
設
備

１.

船
舶
局
ま
た
は
海
岸
局
の
無

　
線
設
備
で
次
に
揚
げ
る
も
の
の

　
操
作

　
Ａ
　
空
中
線
電
力
10
ワ
ッ
ト
以

　
　
下
の
中
短
波
船
舶
局
の
設
備

　
Ｂ
　
空
中
線
電
力
50
ワ
ッ
ト
以

　
　
下
の
25
Ｍ
Hz
以
上（
超
短
波
）

　
　
の
設
備

２.

船
舶
局
ま
た
は
海
岸
局
に
設

　
備
さ
れ
た
レ
ー
ダ
ー
の
操
作

（
出
力
の
制
限
な
し
）

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

　
対
馬
無
線
漁
業
協
同
組
合

　
対
馬
市
美
津
島
町
鴨
居
瀬
２
７
３

　
手
話
に
興
味
が
あ
る
方
は
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
期
間
　
９
月
５
日
〜
12
月
14
日

　
ま
で（
14
回
開
催
）毎
週
金
曜
日

　
19
時
30
分
〜
21
時
ま
で

■
会
場
　
対
馬
市
交
流
セ
ン
タ
ー

　
３
階
会
議
室

■
講
師
・
通
訳
　
島
居
安
子
、
立

　
石
智
子
、
白
石
美
智
子
、
安
田

　
親
男

■
受
講
料
　
無
料

【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　
い
づ
は
ら
手
話
サ
ー
ク
ル

　
　
（
親
愛
児
童
セ
ン
タ
ー
内
）

　
代
表
　
安
田
親
男

と　き　９月17日（月・敬老の日）　14:00開演（13:30開場）　�
ところ　対馬市交流センター　イベントホール�
料　金　2,000円（小学生～高校生1,000円）�

《勝田友彰・視覚障害者音楽家による愛のコンサート》�

※小学生未満で、席を必要とする�
　場合は有料となります。�

■プログラム　故郷、夏の思い出、この道、荒城の月、オペラ「トゥーランドット」より�
　　　　　　　“誰も寝てはならぬ”ほか　　　　　　ゲスト：厳原ジュニア合唱団�

勝田友彰�
（テノール）�

《申し込み・問い合わせ》 君にとどけたい愛のコンサートin対馬実行委員会  ☎0920（54）4783 田中�
《チケット取り扱い》 対馬市各地区生涯学習センター  代表☎0920（86）3727
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〔問い合わせ〕 �
北福祉保健センター�
☎0920（84）2313

ヘルスメイ
トコーナー

�
ヘルスメイ

トコーナー
�

ヘルスメイ
トコーナー

�

（食生活改
善推進員）

（食生活改
善推進員）�（食生活改
善推進員）

（食生活改
善推進員）�

（食生活改
善推進員）�

作り方�
�

上対馬支
部�

上対馬支
部�

＊「好き嫌い　しない子　強い子　元気な子」�（平成19年度食育推進標語より）�

★一人分栄養価★�

　暑い日が続きますが、いかがお過ごしでしょうか？�
　今回は野菜をたっぷり使った朝食メニューをご紹介します。�
　旬の食べ物はおいしく、その時期に必要な栄養を多く含んでいます。暑さが続いて体調をく
ずしがちな時期ですが、夏が旬の食べ物には身体を冷やすなどの働きがあります。�
　食育はまず家庭から！しっかり食べて暑い夏を乗り切りましょう。�

＊トマトの栄養�
　さわやかな酸味と甘味が食欲増進、疲労回復にとても有効な
食材です。トマトの赤い色はリコピンという色素で、抗ガン作
用があるといわれています。�

＊全国の小中学生の約10人に１人が朝食を食べないで登校しています。�
（平成17年国民健康・栄養調査結果より）�

◆朝食を「子どもだけで食べる」割合は、増加傾向にあります。�
◆20～30歳代になると約３割の人に欠食がみられます。�
◆ふだんの朝食欠食が始まった時期は、「小学生頃から」と回�
　答した人が増加しています。�

材料�４人分（大人２人、こども２人）�

トマト・・・・・・・・・・・・・・・・・３こ�
ピーマン・・・・・・・・・・・・・・・２こ�
卵・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４こ�
ベーコン・・・・・・・・・・・・・・・３枚�
しらすぼし・・・・・・・・・・・・・20g�
サラダ油・・・・・・・・・・・大さじ２�
濃口醤油・・・・・・・・・・・小さじ１�
塩・こしょう・・・・・・・・・・・・少量�

●トマトはくし型に切る。�
●ピーマンはせん切り�
●ベーコンは２cm幅に切る。�
●卵をときほぐす。�

①フライパンで油を熱し、いちど火からおろして卵を入れ、少しか
　きまぜながら、中火でフワッと焼き、皿にとっておく。
②フライパンにピーマン・ベーコン・しらすぼしを入れ炒める。
③②にトマトを加えてサッといため、卵をもどし、しょうゆ・塩・
　こしょうで調味する。

エネルギー 217kcal　たんぱく質 10.4g　カルシウム 65mg　食塩相当量 1.1g

　平成19年９月１日現在で調製する対馬海区漁業調整委員会委員選挙人名簿の登録申請書を各地区の回
覧等で配布しますので、９月５日（水）までに提出下さい。
　対馬市選挙管理委員会及び対馬市各支所地域振興課で受け付けています（各地区区長及び漁協の各支
所で受け付けている地区もあります）。申請がなかった場合、たとえ選挙権があっても投票することがで
きませんのでご注意ください。
　なお、申請書がお手元に届かなかったときは、早めにご連絡ください。

下
ご
し
ら
え�

選び方　●全体に赤く、はりがあり、身がしまっているもの�
　　　　●へたが緑色でピンとしているもの�

対馬海区漁業調整委員会委員選挙人名簿の登録申請は平成対馬海区漁業調整委員会委員選挙人名簿の登録申請は平成19年９月５日年９月５日（水）（水）までにまでに�対馬海区漁業調整委員会委員選挙人名簿の登録申請は平成対馬海区漁業調整委員会委員選挙人名簿の登録申請は平成19年９月５日年９月５日（水）（水）までにまでに�対馬海区漁業調整委員会委員選挙人名簿の登録申請は平成19年９月５日（水）までに�

問い合わせ�

対馬市選挙管理委員会 ☎０９２０（５３）６１１１　または対馬市各支所地域振興課 選挙担当�
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韓国のお酒、飲み
会の文化� 日本全国にいる国際�

交流員と一緒に↓�

一杯� しに� 行きましょうか（飲みに行きましょうか）？�

お酒強いですか？� はい、強いです。� いいえ、弱いです。�

酔いました。� 大丈夫です。� 一 気 飲 み ！ �

●韓国人はお酒を飲むのも、飲ませる�
のも大好きですので、お酒に弱い人は�
くれぐれも気をつけてくださいね。�

「お疲れ様でした～乾杯～！」�
　暑い夏に仕事が終わって飲むビールの味は
格別です。夏は祭りや宴会など何かと飲む機
会が多いと思います。そこで今月は韓国のお
酒、飲み会の文化を紹介したいと思います。

国際交流員�成　修真�
ソ ン　　　 ス ジ ン �

☆お酒をつぐ時、ついでもらう時は片手で杯を持ち、片手でその腕を支える。�
☆目上の人と飲むときは、横を向いて飲む。�
☆注ぎ足しはしない。杯を空にしてからつぐ。�

■大いに盛り上がる飲み会�
　韓国では飲み会で静かになると、すぐ「ゴン
ペ！」と乾杯をして、シーンとなる間を無くしま
す。そのため、乾杯は一回で終わる日本と違って、
飲み会中何回も乾杯をするようになります。また
ゲームで盛り上がるのも大好きです。そんなゲー
ムの一つを紹介します。
　まずジョッキにビールを半分くらいついで、そ
の上に焼酎の杯を浮かせます。順番にまわりなが
ら浮いている焼酎の杯の中に焼酎をついでいきま
すが、その杯を沈ませた人が、そのお酒（爆弾酒）
を全部飲むゲームです。１、２滴くらいの少量を
つげるかどうかが勝負です。わいわいと騒ぐのが
大好きな韓国人ですが、こうやってたくさん飲ん
で酔いながらお互いがすぐに打ち解けます。当た
り障りのない話から本音までも言う濃密な飲み会
になるので、一度飲んだだけで仲良しになれます。
みなさんも機会があったら、是非韓国人と楽しん
で飲み、打ち解け、チングをたくさん作ってくだ
さいね～！

■韓国人はソジュ（焼酎）が大好き！�
　韓国人はあまりビールを
飲みません。わりとお酒に
強い韓国人にとってビール
は飲んでも酔わないし、お
腹が一杯になるだけだと思
うからです。一番好んで飲
むお酒は焼酎です。

　韓国の焼酎は穀物、サツマイモ、糖蜜を発酵さ
せてうすめたものです。そこに甘味料を加えるの
で、日本人にとっては少し甘く感じるかもしれま
せん。年間約10億瓶が飲まれ、19歳以上の成人
１人が１年間に飲む焼酎の量は約73瓶にものぼ
ります。まさに、国民が愛してやまない国民のお
酒なのです。日本でもお馴染みの眞露（ジンロ）が
一番人気で焼酎販売の約50％を占めますが、釜
山の人はＣ１（シウォン）という地酒を好んで飲み
ます。また日本とは飲み方に違いがあり、水割り、
ロックが無く写真のような杯に入れてストレート
で飲みます。
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安全運転で、事故のない対馬市を目指しましょう!!

区　　分� 対馬市全体�対馬北署管内�対馬南署管内�

交通事故情報（平成19年中）� ７月31日現在�

本　年�

昨年比�

本　年�

昨年比�

本　年�

昨年比�

36�

-6�

0�

0�

50�

-5

7�

4�

0�

0�

8�

3

43�

-2�

0�

0�

58�

-2

発生件数�

死 者 数�

負傷者数�

会　　　場� 担当弁護士�申　込　先�日　程�

【社協　美津島支所】�
☎54‐2429

３日（月）� 津 田 聰 夫 弁護士�
（　九　弁　連　）�

■９月の無料法律相談�

※相談の時間は午後１時～午後４時�
※相談を希望される方は、必ず事前（前日の午後4時まで）に予約を�
　お願いします。�

社会福祉協議会からのお知らせ�

対馬市交流センター�10日（月）� 【社協　厳 原 支 所】�
☎52‐1169

甲斐田　 靖 弁護士�
（　九　弁　連　）�

豊玉町福祉センター�26日（水）� 【社協　地域福祉班】�
☎58‐1432

ひまわり基金�
法律事務所�

対馬市総合福祉保健センター�
 （美津島町 知）�

会　　　場� 相 談 内 容 �担当相談員�日　程�

永尾五助、吉田千鶴代�４日（火）�

■９月の心配ごと相談�

※相談の時間は午前10時～午後３時30分�
※相談の受付は、当日会場で先着順になります。�
※相談員は、当日変更となることがありますので、ご了承下さい。�

対馬市交流センター 第４会議室�18日（火）�

【問い合わせ】対馬市社会福祉協議会 地域福祉班  ☎０９２０（５８）１４３２�

（
敬
称
略
）�

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す�

お
く
や
み
の
コ
ー
ナ
ー�

（
６
月
21
日
〜
７
月
20
日
受
付
分
）�

小
　
鹿
　
大
植
　
琴
音
　
89
歳

西
　
泊
　
安
心
院
精
一
　
71
歳

小
　
鹿
　
姉
川
　
和
雄
　
76
歳

佐
　
護
　
三
宅
喜
久
雄
　
82
歳

松
ヶ
崎
　
梅
野
　
譽
男
　
76
歳

土
井
奈
　
大
谷
　
サ
ワ
　
90
歳

　
櫛
　
　
以
南
　
繁
子
　
85
歳

佐
　
賀
　
永
留
ミ
ヨ
子
　
77
歳

佐
志
賀
　
犬
束
　
幾
俊
　
78
歳

仁
　
位
　
本
堀
　
睦
子
　
76
歳

小
　
綱
　
吉
田
　
セ
ン
　
84
歳

横
　
浦
　
齊
藤
喜
美
代
　
66
歳

仁
　
位
　
阿
比
留
敦
枝
　
84
歳

小
船
越
　
松
井
　
　
修
　
87
歳

知
本
町
　
神
宮
　
宣
幸
　
58
歳

賀
　
谷
　
黒
岩
　
　
美
　
97
歳

元
鴨
居
瀬
　
竹
藤
キ
ヨ
子
　
89
歳

豆
　
酘
　
日

　
ツ
マ
　
82
歳

大
手
橋
　
荒
木
　
芳
子
　
88
歳

大
手
橋
　
原
　
　
國
男
　
62
歳

桟
　
原
　
花
岡
　
正
昭
　
62
歳

国
　
分
　
中
田
　
正
人
　
92
歳

久
　
田
　
菅
谷
　
憲
二
　
60
歳

宮
　
谷
　
吉
田
　
重
夫
　
79
歳

（
住 

所
）　（
氏
　
　  

名
）  

（
年
齢
）�

（
住 

所
）　（
氏
　
　  

名
）  

（
年
齢
）�

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
届
出
の
際�

　
戸
籍
窓
口
で
承
諾
の
あ
っ
た
方�

　
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。�

《７月》�

海ごみサミット・佐渡会議

　　　　　　　　　（佐渡）

知事との意見交換会、

県水道協会理事会　（長崎）

自衛官募集相談員委嘱行事、

対馬再生プロジェクト会議

国境マラソンIN対馬

退職者辞令交付式

海保門司地方本部役員総会

県離島振興協議会・過疎地

域自立促進協議会陳情、ツ

シマヤマネコの件で環境省

訪問　　　　　　　（東京）

対馬防衛協会通常総会

褒章受賞者祝賀会

対馬地域農業振興協議会総

会、農政ビジョン対馬地域

推進会議

厳原町歯科健診懇談会

対馬三病院経営委員会

尾崎漁協荷捌き施設落成式、

歴史民俗資料館３０周年シ

ンポジウム、万松院まつり

市長杯パークゴルフ大会

栽培漁業公社理事会・総会

九州漁港大会　　　（天草）

嚶鳴フォーラム　　（東京）

１～２日

３～４日

５日

８日

10日

11日

12～13日

14日

16日

17日

18日

20日

21日

22日

23日

25～27日

28～29日

対馬市交流センター 第５会議室�

社　協　職　員�

子 育 て 相 談�

ボランティア相談�

上県町地域福祉センター�25日（火）� 社　協　職　員�

松藤洋子、川本早苗�11日（火）� 上県町地域福祉センター� 子 育 て 相 談�

ボランティア相談�

法
的
ト
ラ
ブ
ル
で
お
困
り
の
方�

「
法
テ
ラ
ス
」を�

　 
　
利
用
く
だ
さ
い�

　
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
法

テ
ラ
ス
で
は
、
法
的
ト
ラ
ブ
ル

の
紛
争
解
決
に
役
立
つ
制
度
に

関
す
る
情
報
や
、
相
談
窓
口
の

情
報
を
無
料
で
提
供
し
て
い
ま
す
。�

　
法
的
ト
ラ
ブ
ル
で
お
困
り
の

方
、
法
的
ト
ラ
ブ
ル
か
ど
う
か

分
か
ら
な
い
方
も
、
ま
ず
は
法

テ
ラ
ス
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
お

気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。�

������

　
な
お
、
相
談
窓
口
は
法
テ
ラ

ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
検
索
で

き
ま
す
。�

お

な

や

み

な

し

�

法
テ
ラ
ス
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
全
国
共
通
）

　
平
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
９
時�

※
土
曜
日
は
午
前
９
時
〜
午
後
５
時�

０
５
７
０
‐
０
７
８
３
７
４�
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長崎県離島医療圏組合�

電 話　0920‐52‐1910

長崎県離島医療圏組合�

電 話　0920‐54‐2024

診 療 科 目 � 診　　療　　日� 受付時間� 診療時間�

�

�

毎週（水）午後�

�

毎週（水）午後�

�

第２（金）�

�

第1・2・3（水）�

�

�

毎週（水）�

�

第３（土）�

�

毎週（木）午後�

�

�

5・12・19・26�

�

5・12・19・26�

�

14�

�

5・12・19�

�

�

5・12・19・26�

�

18�

�

6・13・20・27

8:30̃15:00�

�

8：30̃12：00�

�

8:30̃15:00�

�

8:30̃15:00�

�

8:30̃15:00�

�

�

8:30̃11:00�

�

8:30̃11:00�

�

8:30̃16:00

13:00̃17:00まで�

�

9:00̃17:00まで�

�

13:00̃17:00まで�

  �

13:00̃17:00まで�

�

13:00̃17:00まで�

�

�

9:00̃12:00まで�

�

9:00̃15:30まで�

�

14:00̃17:00まで�

☆予約制となります。�

★内科医の紹介により診療予約となります。�

※生活習慣病外来について�

　対象：糖尿病、耐糖能障害、高血圧症、

　　　　高脂血症に限定�

　予約は、不要です。�

　上記疾患に関する相談でもかまいません。�

　治療よりも、食事や運動など生活習慣の

　指導に重点をおいた外来です。�

　適宜、管理栄養士、理学療法士、薬剤師

　などによる指導も行います。�

◎特別診療のうち、長崎大学、国立病院長

　崎医療センター応援につきましては、空

　路欠航等により診療を中止する事があり

　ますので、事前に確認下さいますようお

　願いします。�

内科、外科、小児科、整形外科、皮膚科は

月曜日から金曜日まで毎日診療致します。�

※１．☆印は診療科（内科）よりの予約患者

　　　様のみの診療を行っております。�

※２．空路欠航の場合は他の医師が代診致

　　　します。�

※３．予防接種について、薬の常備がない

　　　場合もありますので、電話等でお問

　　　い合わせください。�

※４．透析診療については、月曜日～土曜

　　　日まで午前中に診療しますので、お

　　　問い合わせください。�

※５．予約制で事業所健診・社会保険生活

　　　習慣病予防検診も行っています。�

毎週（火）�

毎週（水）�

�

�

第１（金）�

第３（金）�

�

�

第２（木）�

第４（木）�

第２（月）�

�

第2・第4（木）�

第４（金）�

�

�

�

毎週（月・木）�

予約にて受付けています。�

４・11・18・25�

５・12・19・26

28�

�

７・21�

�

�

�

13・27�

�

10�

�

13・27

8：30～11：00�

�

8：30～11：00�

�

8：30～11：00

予約のみ�

�

予約のみ�

13：00～（紹介状制）�

14：00～（　 〃 　）�

8：30～11：00�

8：30～10：00

�

�

☆�

�

☆�

耳 鼻 咽 喉 科 �

�

脳 神 経 外 科 �

�

泌 尿 器 科 �

�

眼 科 �

�

神 経 内 科 �

�

循 環 器 科 �

�

言語療法・摂食嚥下訓練�

（福 岡 大 学 病 院）�

�

（長崎医療センター）�

�

（長 崎 大 学 病 院）�

�

（対馬いづはら病院）�

�

（対馬いづはら病院）�

�

（長崎医療センター）�

�

（対馬いづはら病院）�

診 療 科 目 � 診　　療　　日� 受　付　時　間�

☆�

�

☆�

�

�

�

�

�

�

★�

�

�

�

※�

血 液 内 科 �

�

神 経 内 科 �

�

循 環 器 科 �

�

脳 神 経 外 科 �

�

皮 膚 科 �

�

�

糖 尿 病 外 来 �

�

思 春 期 外 来 �

�

生活習慣病外来�

（長崎医療センター）�

�

（森　　　正　孝）�

�

（守　崎　勝　悟）�

�

（長崎医療センター）�

�

（中 対 馬 病 院）�

（長崎医療センター）�

�

（川　上　眞寿弘）�

�

（長崎県立精神医療センター）�

�

（川　上　眞寿弘）�

３・６・10・13�

20・27

第２（火）�
�

第１（火）�

11�
�
４�

予 防 接 種 �
�
補 聴 器 外 来 �
�
内 視 鏡 �

13：30～�
�
9：00～�
�
8：30～11：00

  9:00̃15:00まで�第４（水）�26 8:30̃11:00

ジェネリック医薬品�

寝ちがい�

夜型の子どもたち�

喉頭がんと喫煙�

歯周病とメタボリックシンドローム�

妊娠糖尿病�

月�

火�

水�

木�

金�

土・日�

24時間電話で健康をお届けします�

９

月

の

テ

ー

マ

� 診療時間　９：00～12：00（急患のみ）�

９月２日�
９日�
16日�
17日�
23日�
24日�
30日�

佐 賀 診 療 所 �
吉 田 内 科 医 院 �
かも整形外科医院�
東 島 医 院 �
すとう内科医院�
佐 賀 診 療 所 �
三 根 診 療 所 �

武 林 幸 子 �
吉 田 茂 幸 �
賀 茂 和 典 �
東 島 英 孝 �
主 藤 久 次 �
山 上 　 睦 �
塩 見 秀 明 �

（佐賀）�
（厳原）�
（厳原）�
（厳原）�
（厳原）�
（佐賀）�
（三根）�

☎０９５（８２６）５５１１�
日　程� 診　療　所　名� 医 師 名 �

健康テレホンサービス� 日曜・休日救急医療在宅当番医�

※直接、病院にお尋ね下さい。�
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和
多
都
美
神
社
は
、
彦
火
火
出
見
尊

と
豊
玉
姫
命
を
祭
る
海
宮
で
、
海
神
神

社
の
一
の
宮
と
し
て
古
く
か
ら
竜
宮
伝

説
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
殿
正
面
か
ら
５
つ
あ
る
鳥
居
の
う

ち
２
つ
は
海
中
に
そ
び
え
て
い
ま
す
。

潮
の
干
満
に
よ
り
そ
の
様
相
を
変
え
非

常
に
神
秘
的
で
す
。
満
潮
時
に
は
写
真

の
よ
う
に
台
座
ま
で
隠
れ
て
し
ま
い
ま

す
が
、
干
潮
時
に
は
写
真
の
鳥
居
ま
で

歩
い
て
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
最
初
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
こ
は
海

神
神
社
で
あ
る
た
め
、
新
し
く
造
ら
れ

た
船
は
神
社
前
の
海
で
安
全
祈
願
を
行

っ
て
い
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
和
多
都
美
神
社
で
は
、９
月
11
日（
旧

８
月
１
日
）
に
古
式
大
祭
が
行
わ
れ
、

国
選
択
無
形
民
俗
文
化
財
の
「
命
婦
の

舞
」
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。こ
の「
命
婦
の

舞
」
は
対
馬
に
伝
わ
る
巫
女
舞
で
、
起

源
は
中
世
以
前
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
手
に
神
楽
鈴
を
持
っ
て
神
楽
歌
を
歌

い
な
が
ら
四
方
に
舞
う
も
の
で
、
日
本

の
芸
能
史
上
で
も
っ
と
も
古
い
形
態
の

舞
い
と
評
さ
れ
て
い
る
も
の
の
一
つ
で

す
。

　
ま
た
、
９
月
15
日
（
毎
年
旧
８
月
５

日
）
の
木
坂
海
神
神
社
大
祭
で
も
奉
納

さ
れ
ま
す
。

　
日
本
最
古
の
舞
い
と
言
わ
れ
る
「
命

婦
の
舞
」
を
、
ご
覧
に
な
ら
れ
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

【
お
知
ら
せ
】

　
観
光
交
流
課
で
は
、
み
な
さ
ん
か
ら

の
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
「
こ

ん
な
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
」
な
ど
の
情
報

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ド
シ
ド
シ
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

■
対
馬
市
役
所
観
光
交
流
課

　
☎
０
９
２
０
（
５
３
）
６
１
１
１

　
FAX
０
９
２
０
（
５
３
）
６
１
２
２

　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

asig
h

tseein
g

@
city

‐tsu
sh

im
a.jp

　７月11日、厳原町の金田小学校（全校児童36名）体育館でオペラ「ヘンゼルとグレーテル」が上演され、
同校の３、４年生児童９名が長崎市から来たグループ「おんともくらぶ」のメンバー６名と共に舞台に立
ちました。この公演は、子どもたちの芸術への関心を高めてもらおうと文化庁が行っている「学校への芸
術家等派遣事業」の一環で行われたものです。
　出演に先立ち、メンバーから発声や演技の指導を受けた子どもたちは、本番では魔女に魔法をかけられ
た子ども役として出演し、緊張した様子も見せずピアノの伴奏にあわせて大きな声で歌い、ダンスを披露
しました。
　保護者や地域住民など、大勢の観客から温かい拍手を浴びた子どもたちは、「緊張はしなかった。楽し
かったです」と口々に話し、人前で演じることの楽しさを感じていたようでした。

和
多
都
美
神
社
と
「
命
婦
の
舞
」

←「おんともくらぶ」とオペラに出演した金田小の皆さん�

�

金田小児童３、４年生がオペラに出演
演技の楽しさを体験した子どもたち�

み
ょ
う
ぶ

み
ょ
う
ぶ

と
よ
た
ま
ひ
め
の
み
こ
と

ひ
こ
ほ
ほ
で
み
の
み
こ
と


